
零、

作
品
が
入
れ
替
わ
る
の
で
、
お

見
逃
し
な
く
。

岡
田
謙
三
は
、
第
二
次
世
界

ゆ
う
き
じ
ゆ
ん

プ
チ
・
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

３
／
〃
鯛
伯
時
～

ピ
ア
ジ
ュ
リ
ア
ン
（
Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅
北

側
す
ぐ
）

５
０
０
０
円
（
軽
食
。
１
ド
リ
ン
ク
込
）

皿
問
合
せ
／
お
も
ち
ゃ
箱
カ
ン
パ
ニ
ー

公
０
７
８
１
８
２
１
１
４
３
５
５

女
優
ル
ー
し
て
、
歌
手
と
し
て

活
躍
す
る
ゆ
う
き
じ
ゆ
ん
の
小

さ
な
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
。
シ
ャ

ン
ソ
ン
、
シ
ネ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
、
ポ
ッ
プ
ス
と
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ラ

イ
ブ
を
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
「
ピ
ア
ジ
ュ
リ
ア
ン
」

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
き
じ
ゆ
ん
の
今
年
の
ス

テ
ー
ジ
は
今
回
が
最
後
。
し
ば

ら
く
ス
テ
ー
ジ
活
動
を
お
休
み

し
、
ラ
ジ
オ
出
演
や
レ
ッ
ス
ン

活
動
の
み
を
行
な
う
。

ひ
と
．
ア
ー
ト
・
ま
ち
兵
庫

こ
う
ぺ
元
町
１
３
０
年
記
念

ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

３
／
２
㈹
～
四
㈲

元
町
商
店
街
・
ま
ち
づ
く
り
会
館

元
町
み
な
せ
画
廊
（
５
丁
目
）
他

神
一
巳
元
町
商
店
街
全
域
を
使
っ

て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
ア
ー
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
作
家
や
兵
庫
県

内
の
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の

作
品
が
ア
ー
ケ
ー
ド
を
彩
る

「
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展
示
」
、
お
店

の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
つ
く
っ
た

「
ア
ー
ト
な
看
板
」
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
。

老
舗
が
な
ら
ぶ
商
店
街
を
舞
台

に
、
ど
ん
な
才
能
が
彩
る
の
か
、

も
と
ぶ
ら
を
楽
し
み
た
い
。

元
町
み
な
せ
画
廊
（
３
／
４

～
狙
）
、
４
丁
目
の
こ
う
く
ま

Ａ
Ｒ
Ｔ イベント

スケジュール

2004.3-4

元町商店街をアートに

ち
づ
く
り
会
館
（
３
／
四
～
鍋
）

で
は
、
障
が
い
者
と
ア
ー
ト
と

の
出
会
い
、
そ
の
作
品
と
創
造

活
動
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
「
ア
ー

ト
リ
ン
ク
２
０
０
４
」
が
開
催

さ
れ
る
。

小
磯
記
念
美
術
館

特
別
展
「
岡
田
謙
三
展
」

開
催
中
～
４
／
Ⅱ
伺

佃
”
叩
～
〃
》
叩
月
曜
休
館

神
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術
館

（
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
「
ア
イ
ラ
ン
ド
北
口
」

駅
）一
般
７
０
０
円
高
大
生
５
０
０
円

公
０
７
８
１
８
５
７
１
５
８
８
０

日
本
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
、

国
際
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
岡
田
謙
三
（
１
９
０
２
１

８
２
）
の
生
誕
１
０
０
年
、
没

後
加
年
を
機
に
開
催
さ
れ
る
本

展
は
、
国
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
の
所
蔵
品

（
日
本
初
公
開
作
品
含
む
）
を

加
え
た
、
約
１
１
０
点
の
作
品

と
資
料
を
一
堂
に
紹
介
す
る
。

３
月
９
日
以
降
、
一
部
の
展
示

｢元禄｣1957年東京国立近代美術館蔵

大
戦
後
の
１
９
５
０
年
、
新
た

な
可
能
性
を
求
め
て
ア
メ
リ
カ

に
渡
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
抽

象
表
現
主
義
と
出
会
う
中
、
抽

象
絵
画
に
日
本
的
な
美
意
識
や

自
然
観
な
ど
を
と
り
込
ん
だ
独

自
の
画
風
を
確
立
。
そ
の
芸
術

世
界
は
「
幽
玄
」
の
語
か
ら
と
っ

た
「
ユ
ー
ゲ
ニ
ズ
ム
」
と
名
づ

け
ら
れ
、
国
際
的
に
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。

■

神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会

が
毎
月
開
催
し
て
い
る
「
市
民

映
画
劇
場
」
は
、
４
月
例
会
よ

り
、
会
場
が
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル

（
海
員
会
館
内
）
に
変
わ
る

（
阪
神
西
元
町
駅
よ
り
徒
歩
３

分
、
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
よ
り
徒
歩
５

分
）
。４
月
例
会
の
上
映
作
品
は
、

ル
キ
ー
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ

監
督
作
品
「
熊
座
の
淡
き
星
影
」

（
１
９
６
５
年
）
。

※
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

0２

／

マ
に
、
事
件
の
日
付
に
ち
な
ん

だ
「
ｎ
分
９
秒
１
フ
レ
ー
ム
」

の
長
さ
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
。

参
加
し
た
監
督
は
、
サ
ミ
ラ
・

マ
フ
マ
ル
バ
フ
（
イ
ラ
ン
）
、

ク
ロ
ー
ド
・
ル
ル
ー
シ
ュ
（
フ

ラ
ン
ス
）
、
ユ
ー
セ
フ
・
シ
ャ

ヒ
ー
ン
（
エ
ジ
プ
ト
）
、
シ
ョ
ー

ン
・
ペ
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
、
今

村
昌
平
（
日
本
）
な
ど
世
界
ｎ

ヶ
国
か
ら
ｎ
人
。

市
民
映
画
劇
場
３
月
例
会

「
セ
プ
テ
ン
バ
ー
Ⅱ
」

３
／
伯
倒
・
釦
出

川
即
叩
／
旧
酢
弱
／
陥
恥
胴
／
旧
麺
㈹

前
売
一
般
１
３
０
０
円

当
日
一
般
１
５
０
０
円

シ
ニ
ア
ー
１
０
０
円

神
戸
朝
日
ホ
Ｉ
ル
（
大
丸
か
ら
東
へ
卵

、
）
画
問
合
せ
／
神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会

盃
０
７
８
１
３
３
１
１
８
５
３
８

２
０
０
１
年
９
月
ｎ
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
皮
切
り
に
起
こ
っ
た

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
。
こ
の
事

件
と
そ
の
教
訓
を
決
し
て
風
化

さ
せ
な
い
た
め
、
世
界
各
国
か

ら
ｎ
人
の
監
督
が
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
に
よ
る
短
編
を
制
作
し
、

１
本
の
作
品
を
完
成
さ
せ
た
。

作
品
内
容
は
各
監
督
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
て
い
る
が
、
各
編
に
共
通

す
る
の
は
「
９
月
ｎ
日
」
を
テ
ー

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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m
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、チキンジョージ

TEL､078-392-0146

http://www､chioken-george・coJp
５（金）ゴーイングアンダーヘアー

９（火）ＰＥＺ

１０（水）Ｊ＆Ｂ
11（木）ＤｅｅｐＤｒｉｐＶｏ1.6
12（金）ＫＯＲＥＮＯＳ

19（金）
20(土）

21（日）
23（火）
24（水）

25（木）
26（金）
27(土）

ブハウス・スlウス。 ケジュール３月●ライ

遍菖屋宗兵衛
TEL､078-332-1963

http://www･soubei,net／
６(±）カネゴンズ(ファンキィー
ジャズ）

７（日）Jo-Ja(Jazz）
９（火）鶴琶直士(ts)平岡新(tp）
伊沢明子(p)他

10（水）須藤雅彦(9)
12（金）あざみ(アカペラ）

13(土）いとう朔ボーカルセッショ
ン･田村綾(p）

14（日）BabeMagnet
l6（火）１st・USR浅原大輔(9)他／
２ndjo-ji松浦有希子(as）
他

18（木）bigband
l9（金）平原誠之ビｱﾉﾘｻｲﾀﾙ
20(土）張智慧＆張智仁

21（日）田津良介(tp)石原裕也(Ｓ
ａｘ)蔦岡大祐(key)南田
健吾(9)木下裕介(b)清水
勇博(dr)他

27(土）１stDUl島田淳平(ts)他／
2,..Ｙ'sfactory

園WACA2

TELO78-333-6768

http://www.h3.dion､nejp/~waca
l8（木）MONKEYDEAD

27(土）ＯＳ.Ｇ

剛SONE

TELO78-221-7009

http://kobe-sone､com

新井雅代(vo)十ﾄﾘｵ
大越理加(vo)＋ﾄﾘｵ
北荘桂子(vo)＋ﾄﾘｵ
ロイヤル･フラッシュ.ジャ

ズバンド

宮野英子(voXvo)＋トリオ
ボンピ柿本(vo)＋ﾄﾘｵ
キャンディー浅田(vo)＋
トリオ

大塚善章ﾄﾘｵ＋新井雅

代(vo）
北荘桂子(vo)＋ﾄﾘｵ
橋本裕ギターカルテット
鍋島直通カルテット＋大

越理加(vo）
大越理加(vo)＋ﾄﾘｵ
北荘桂子(vo)＋ﾄﾘｵ
新井雅代(vo)＋ﾄﾘｵ
古谷充カルテット

辛島寿美子(vo)＋トリオ
ベティ鞍富(vo)＋トリオ
橋本裕ギターカルテット
＋北荘桂子(vo）
大越理加(vo)＋ﾄﾘｵ
堀江ミカ(vo)＋トリオ
岩宮美和ひきがたり＋
ギタートリオ

長谷川元伸カルテット＋

北荘桂子(vo）
新井雅代(vo)＋ﾄﾘｵ
大越理加(vo)＋トリオ
ジャネット(vo)＋ﾄﾘｵ
伊福美音(vo)＋ﾄﾘｵ
木田浩恵(vo)＋ﾄﾘｵ
南ルミコ(vo)＋トリオ

28（日）金津佳代子(p)モーツァ
ルトシリーズ

31（水）藤渓優子企画/榎田雅
祥(fl）

回HollyTs
TELO78-251-5147

http://kobe-hollys・com

４（木）大内玲子(P)他
５（金）山本容子(p)他
６(土）雨宮千晶(vo)植田良太
（p)前田洋二(b）

11（木）Ｒ&BMonkeySoul
l2（金）長井美恵子(p)他
13(土）原麻未(vo)他
18（木）鈴木久美子(Sax)尾原や
よい(p)宗川信(b）

19（金）HAWAlIANﾊﾚｸﾗﾆB0YS

20(土）小林みつる(vo)松永誠

祐(p)野口和生(dr）
25（木）宮下博行(p)西垣昌也(b）
高野正明(dr）

26（金）辻佳孝(p)若林美佐(b)高
野正明(dr）

27(土）大川YOKO(vo)世古昌
義(P)坂崎拓也(b)樋口広
大(dr）

西本淳(Sax)植田浩徳(p）
奥野香織(p）
中鼻佐和(v､)上田裕子(p）
木津香僅(sp)大西有紀(p）
高橋乗子(vc)山内尚子(p）
武村美穂子(fl)藤渓優子(p）
鈴木恵美(Sax)森玉美穂(p）
近藤美香(p）

４(木）

５(金）

６(土）
７（日）

８(月）
９（火）
10（水）

11（木）

12（金）
13(土）

14（日）

15（月）
16（火）

17（水）
18（木）
19（金）
20(土）
21（日）

22（月）

23（火）

24（水）

25（木）

26（金）
27(土）

28（日）

29（月）
30（火）
31(水）

愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

⑫
小
磯
記
念
美
術
館
「
岡
田
謙
一
－
一
展
」

（
開
催
中
～
４
／
Ⅱ
）
ペ
ア
５
組

⑬
市
民
映
画
劇
塙
４
月
例
会
「
熊
座
の

淡
き
星
影
」
（
４
／
柏
・
灯
シ
ー
ガ
ル

ホ
ー
ル
）
ペ
ア
２
組

⑧
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん
（
湊
川

公
園
）
２
名

３
／
４
～
皿
「
愛
し
て
る
、
愛
し
て
な

い
」
「
パ
ン
チ
ド
ラ
ン
ク
・
ラ
ブ
」
▽

３
／
ｕ
～
型
「
デ
プ
ラ
・
ウ
ィ
ン
ガ
ー

を
探
し
て
」
「
永
遠
の
マ
リ
ア
・
カ
ラ

ス
」
▽
３
／
妬
～
４
／
２
天
農
キ
ャ
ッ

ツ
ア
イ
」
「
ア
イ
デ
ン
＆
テ
テ
ィ
」

●
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ
（
西
区
）
ペ
ア
５

組３
／
６
～
４
／
焔
「
イ
ノ
セ
ン
ス
」
▽

３
／
６
～
４
／
恥
「
ド
ラ
え
も
ん
の

び
太
の
ワ
ン
ー
ー
ャ
ン
時
空
伝
」
「
パ
ー

マ
ン
」
▽
４
／
Ⅳ
～
５
／
７
「
ク
レ
ヨ

ン
し
ん
ち
ゃ
ん
夕
陽
の
力
ス
カ
ペ
ポ
ー

イ
ズ
」
▽
４
／
Ⅳ
～
５
／
犯
「
名
探
偵

コ
ナ
ン
銀
翼
の
奇
術
師
」

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
）

２
名
２
／
肥
～
「
マ
ス
タ
ー
＆
コ
マ
ン
ダ
ー
」

▽
３
／
６
～
「
ド
ラ
え
も
ん
」
▽
３
／

喝
～
「
ブ
ラ
ザ
ー
・
ペ
ァ
ー
」
▽
４
／

灯
～
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
▽
４

／
型
～
「
ホ
ー
ン
テ
ッ
ド
・
マ
ン
シ
ョ

ン
」
●
西
漣
劇
場
（
灘
区
水
道
筋
）
ペ
ア
５

組３
／
６
～
四
「
天
使
の
肌
」
「
ト
ー
ク
・

ト
ゥ
・
ハ
ー
」
▽
３
／
別
～
４
／
２

「
月
晒
日
に
謹
哩
「
レ
ポ
リ
ュ
ー
シ
言

ン
６
」

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
‐
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
個
－
３
建
創
ビ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
１
３
３
１
１

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

、
○

13(土）プリズム

19（金）PERSONZ
23（火）センチメンタル･シティ・

ロマンス

25（木）ＦｌＮＥＡｉＲＮｌＧＨＴＶｏ1.3
～girlsstyle

27(±）別所ユージ
28（日）TRlCERATOPS

4/2（金）Ｌa,CrymaChristi
３(土）ロードオブメジャー/ザ・
ルーズドッグス/ＢＯＯＢ
ＥＥＢＥＮＺ

回ピアジュリアン

TELO78-391-8081

http;//www,pia-julien､com
４（木）小笠原薫(v､)山内尚子(p）
５（金）中島悦子(viola)田中靖子(p）
６(士）奥野香織(P）
９（火）折川真理(v､)林典子(p）
10（水）樫井孝子(sp)片桐えみ(p）
11（木）龍智子･近藤美香(p）
12（金）鈴木華重子(P）
14（日）西本淳(Sax)原田恭子(p）
16（火）久保田裕美(fl)植田浩徳(p）
17（水）ゆうきじゆん
18（木）本吉優子(v､)田中靖子(p）

1０３
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あなただけのオリジナルデザインをぜひどうぞ

1０４

四
百
年
不
抜
の
森

☆
神
戸
の
粋
を
エ
ッ
セ
ン
ス
に

個
性
的
な
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ

リ
ー
誕
生

銀
板
１
枚
、
銀
線
１
本
か
ら

丹
念
に
叩
い
て
伸
ば
し
、
バ
ー

ナ
ー
を
掛
け
、
ペ
ー
パ
ー
で
磨

い
て
、
一
つ
一
つ
思
い
を
込
め

て
創
っ
た
作
品
の
数
々
。
彫
金

デ
ザ
イ
ナ
ー
木
村
早
苗
が
生
み

出
す
世
界
は
、
湧
き
出
る
イ
メ
ー

ジ
を
大
切
に
し
た
神
戸
ら
し
い

デ
ザ
イ
ン
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

先
月
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
個
展

で
も
大
好
評
を
博
し
高
い
評
価

ボ
ケ

Ｊ

『
画
一

や
し
神
家
の
立
松
和
平
さ
ん
が
ぉ

社
お
寺
の
修
理
材
を
確
保
す
る

た
め
に
、
植
林
「
古
事
の
森
」

を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
材
質
に

よ
っ
て
百
か
ら
四
百
年
も
伐
採

し
な
い
。
木
は
植
え
る
だ
け
で

は
材
木
に
な
ら
な
い
。
不
断
の

世
話
が
要
り
ま
す
。

本
運
動
へ
十
年
・
二
十
年
と

献
金
を
続
け
ら
れ
る
方
が
す
ぐ

な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。
神
戸

で
灯
っ
た
こ
の
運
動
が
、
こ
こ

ま
で
進
め
ら
れ
た
の
は
、
多
く

の
賛
同
・
支
援
者
に
支
え
ら
れ

た
か
ら
で
す
。

四
百
年
、
見
守
ら
ね
ば
木
は

お
寺
の
梁
に
な
り
ま
せ
ん
。

知
力
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

問
題
の
啓
発
運
動
も
人
間
の
一

生
の
ス
パ
ン
よ
り
も
長
く
掛
か

る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

人
間
本
質
の
問
題
だ
か
ら
な

の
か
、
関
係
者
の
力
不
足
な
の

か
？自
問
し
続
け
な
が
ら
も
、
引

き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。百
年
の
一
睡
を
せ
り
山
淑
魚

（
倉
田
俊
三
）
１
Ｍ

､雲謬
飯

誕
生
日

あ
り
が
と
一

運
動

☆
春
分
の
日
摩
耶
詣
祭
開
催

摩
耶
山
に
は
、
江
戸
時
代
か

ら
旧
暦
２
月
、
初
午
の
日
に
近

郷
在
所
の
人
々
が
馬
を
連
れ
て

天
上
寺
に
参
拝
し
、
飼
馬
の

息
災
を
祈
願
し
て
「
摩
耶
か
ん

ざ
し
」
と
呼
ば
れ
る
〃
花
か
ん

ざ
し
〃
を
馬
に
飾
り
、
土
産
に

〃
摩
耶
昆
布
〃
を
持
っ
て
帰
る

と
い
う
珍
し
い
風
習
が
あ
り
、

こ
の
行
事
は
明
治
の
末
頃
ま
で

盛
ん
に
行
わ
れ
「
摩
耶
詣
」
と

言
っ
て
多
く
の
人
々
に
親
し
ま

れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
古
事
に

を
得
た
。
手
持
ち
の
宝
石
を
持

ち
込
め
ば
、
そ
の
人
に
合
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
創
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
出
来
る
。
自

宅
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
て
い
る

の
で
、
一
度
の
ぞ
か
れ
て
み
て

は
い
か
が
。

回
連
絡
先

西
０
７
８
．
８
５
７
．
６
４
８
６

☆
六
甲
山
牧
場
第
７
回
ス
プ

リ
ン
グ
フ
エ
ア
ー
開
催

六
甲
山
牧
場
で
は
今
年
も
楽

し
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
ー
を
開
催
。

牛
の
搾
乳
や
バ
タ
ー
作
り
、
椎

茸
の
駒
打
ち
作
業
の
体
験
な
ど

家
族
ぐ
る
み
で
参
加
で
き
る
催

し
が
メ
ェ
ー
イ
ッ
パ
イ
Ⅱ
さ
あ

み
ん
な
で
春
の
陽
射
し
を
浴
び

に
、
六
甲
山
牧
場
へ
Ｇ
Ｏ
１

回
茸
胃
奄
君
君
君
．
ご
Ｏ
電
目
黒
・
旨
の
．

言
へ
８
画
８
，
日
く

因
み
摩
耶
山
天
上
寺
で
は
、
春

を
呼
ぶ
伝
統
行
事
と
し
て
３
月

加
日
由
春
分
の
日
に
「
摩
耶
詣

祭
」
を
開
催
す
る
。
午
前
加

時
か
ら
天
上
寺
で
は
菜
の
花
御

供
、
御
馬
詣
な
ど
。
ｎ
時
か
ら

ま
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
「
星
の
駅
」

前
広
場
で
は
、
飾
り
馬
の
パ
レ
ー

ド
、
甘
酒
の
振
舞
い
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
。
春
の
季

語
に
も
な
っ
て
い
る
摩
耶
詣
祭

に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

圃
摩
耶
山
天
上
寺

ａ
０
７
８
．
８
６
１
．
２
６
８
４

仏母摩耶夫人尊

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
．
８
７
９
０
神
戸
市

中
央
区
中
町
通
４
．
２
．
ｕ
村

上
ピ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
◇
３

６
０
。
１
２
５
７
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絵
画
も
、
書
も
、
写
真
も
、
生

花
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
、
デ
ザ

イ
ン
も
、
立
体
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト

で
見
る
と
、
の
び
や
か
で
、
ア
ー

チ
ス
ト
の
熱
気
が
胸
に
迫
っ
て
来

る
の
だ
。
こ
ん
な
に
も
天
井
の
高

い
広
い
ス
ペ
ー
ス
で
観
る
作
品
が

違
う
と
は
…
。

井
戸
知
事
の
「
企
画
展
ば
か
り

や
っ
て
い
た
前
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

が
、
あ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
と
思

い
返
さ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
に
地
元

の
ア
ー
チ
ス
ト
た
ち
の
文
化
力
が

花
開
く
さ
ま
を
見
て
、
再
生
し
て

よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
う
」

ほ
ん
と
、
だ
れ
の
た
め
の
芸
術

な
の
か
。
税
金
は
こ
ん
な
風
に
使

う
と
意
義
が
あ
る
。
王
子
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
竹
中
郁
生
誕
百
年
を
記
念

し
て
、
〃
詩
人
の
館
″
に
。

北
野
小
学
校
の
講
堂
を
劇
場
に

い
つ
も
神
戸
市
役
所
の
２
階
ギ
ヤ

と
夏
目
俊
二
さ
ん
。
古
い
も
の
を

壊
す
の
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
付

加
価
値
を
高
め
て
こ
そ
、
地
域
の

文
化
蓄
積
は
増
大
す
る
。

今
年
は
モ
ラ
エ
ス
生
誕
百
五
十

年
（
没
後
七
十
五
年
記
念
碑
除

幕
四
十
年
）
に
あ
た
る
と
か
。
郷

土
の
歴
史
を
大
切
に
、
い
い
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
い
も
の
。
〃
神

戸
芸
文
展
″
に
つ
づ
い
て
開
か
れ

た
。
〃
神
戸
二
紀
展
“
の
、
の
び

や
か
な
作
品
群
も
見
ご
た
え
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
子
供
た
ち
の
〃
図
画

の
日
″
の
イ
ベ
ン
ト
に
や
っ
て
き

た
五
百
人
の
お
絵
描
き
も
、
思
い

の
ま
ま
に
の
び
や
か
に
、
の
び
の

び
と
…
。
絵
を
描
く
っ
て
い
い
も

の
ね
。
来
年
は
知
事
も
市
長
も
お

絵
描
き
を
！

（
Ｍ
・
Ｋ
）

☆
み
な
と
の
春
を
極
彩
色
に
染

め
て
…
神
戸
ら
ん
展
２
０
０
４

昨
年
田
万
人
を
超
え
る
来
場

で
大
好
評
だ
っ
た
神
戸
ら
ん
展

が
、
今
年
も
華
や
か
に
開
催
さ

れ
る
。
１
万
㎡
を
超
え
る
夢
の

花
園
に
、
約
５
万
株
の
「
世
界

の
蘭
」
が
一
堂
に
大
集
合
。
こ

の
日
の
た
め
に
丹
精
込
め
て
栽

培
さ
れ
た
蘭
の
美
を
競
う
「
コ

ン
テ
ス
ト
部
門
」
や
楽
し
ん
で

参
加
で
き
る
「
人
気
投
票
部
門
」
、

そ
し
て
バ
ー
ゲ
ン
プ
ラ
イ
ス
で

大
人
気
の
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー

ン
」
と
、
蘭
の
魅
力
満
赦
の
５

日
間
。
花
の
波
に
つ
つ
ま
れ
、

一
足
早
い
春
を
感
じ
て
み
て
は

い
か
が
。
入
場
料
１
６
０
０
円

☆
の
び
の
び
と
ア
ー
ト
が
生
き
る

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
覧
会

神
戸
二
紀
会
の
中
西
勝
画
伯
や
、

新
制
作
協
会
の
石
阪
春
生
画
伯
の
、

し
ぶ
と
い
運
動
の
お
か
げ
で
、
兵

庫
県
立
近
代
美
術
館
跡
が
〃
原
田

の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
“
に
な
っ
て
１

年
。ラ

リ
ー
で
、
何
回
も
開
い
て
い
た

〃
神
戸
芸
文
展
″
が
、
こ
の
広
い

ス
ペ
ー
ス
で
、
一
挙
に
花
開
い
た
。

花時計

香り高く美しい蘭に思わず引込まれます

☆
笑
顔
史
退
典
港
お
ど
り
だ
！

祭
り
だ
Ｉ
．
ワ
ッ
シ
ョ
イ

神
戸
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル

に
て
、
震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
、
港
お

ど
り
だ
！
祭
り
だ
！
ワ
ッ
シ
ョ

イ
が
、
４
月
８
日
附
Ⅳ
時
釦
分

開
演
で
催
さ
れ
る
。

出
演
は
、
中
村
美
津
子
、
神

野
美
伽
、
ベ
テ
ィ
、
打
打
打
団
、

よ
さ
こ
い
踊
り
集
団
な
ど
、
元

気
と
笑
顔
が
身
上
の
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
で
、
心
の
底
か
ら
笑
い
、

楽
し
い
気
持
ち
に
な
ろ
う
。

■
お
問
合
せ
／
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ

『
夢
』
あ
り
が
と
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ａ
０
７
８
．
２
２
２
．
０
４
０
７

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

☆
３
月
４
日
㈱
午
後
６
時
～
８
時
ま

で
。
神
戸
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
地
下
「
大
観
苑
」
で
、
大

森
工
業
社
長
「
大
森
保
美
さ
ん
の
還

暦
と
、
神
戸
大
学
大
学
院
研
究
終
了

を
勝
手
に
祝
う
会
」
が
開
か
れ
る
。

川
重
の
潜
水
艦
の
エ
ン
ジ
ン
設
計
者

と
し
て
有
名
だ
が
、
１
年
半
神
戸
大

学
大
学
院
国
際
協
力
科
研
究
生
（
指

導
・
芹
田
健
太
郎
教
授
）
と
し
て
学

ん
だ
努
力
家
。
会
費
１
万
円
。
皿
０

７
８
１
３
６
０
１
７
７
６
１

☆
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
後
援
会
選
手
激

励
会
。
３
月
４
日
附
午
後
６
時
鋤
分

～
８
時
。
神
戸
商
工
会
議
所
２
Ｆ
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
激
励
会
が
。

参
加
没
６
千
画
略
２
０
０
４
年
Ｊ
リ
ー

グ
が
３
月
過
日
出
ジ
ェ
フ
ュ
ナ
イ
テ
ッ

ド
市
原
を
神
戸
ウ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア

ム
に
迎
え
ス
タ
ー
ト
！
イ
ワ
ン
・
ハ

シ
ェ
ッ
ク
新
監
督
、
イ
ル
ハ
ン
選
手
、

ホ
ー
ジ
ェ
ル
・
レ
ア
ン
ド
ロ
ン
選
手
、

元
日
本
代
表
・
藤
本
主
税
選
手
と
多

数
の
新
人
選
手
が
顔
を
見
せ
、
ス
ポ

ン
サ
ー
楽
天
の
意
気
盛
ん
。
フ
レ
ー

フ
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
１
．
お
申
込

み
／
事
務
局
・
芝
Ⅲ
０
７
８
１
６
８

５
１
５
５
１
３

★
３
月
皿
日
伽
開
演
迅
時
〃
モ
ー
ド

メ
イ
ト
ミ
チ
コ
藤
井
美
智
子
第
釦
回

フ
ー
ノ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
“
妬
周
年

記
念
／
於
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
平

安
の
間
Ⅲ
０
７
８
１
３
３
３
１
０
１

１
１
．
司
会
・
藤
原
正
美
／
シ
ョ
ー
・

中
国
獅
子
舞
／
会
費
・
８
千
円
。
お

申
込
Ⅲ
０
７
８
‐
４
３
１
１
８
０
５

１☆
３
月
加
日
（
土
・
祝
）
的
時
開
放
／

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
（
中
央
区
中
山
手
通

４
‐
皿
１
８
）
「
い
の
ち
の
こ
と
・

ぷ
ん
か
の
こ
と
」
ト
ー
ク
ナ
イ
ト

〃
今
一
審
言
い
た
い
こ
と
″
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ⅱ
永
六
輔
Ｖ
Ｓ
灰
谷
健
次
郎
／
一

般
２
千
円
当
日
２
千
５
百
円
。
申
込

皿
０
７
８
‐
２
３
０
１
９
７
７
４
し

み
ん
基
金
・
こ
う
べ
事
務
所
皿
０
７

８
１
２
６
２
‐
８
０
５
８
ア
ー
ト
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
／
関
連
イ
ベ

ン
ト
・
絵
本
「
い
の
ち
」
隅
履
記
念
・

坪
谷
令
子
展
「
い
の
ち
か
ら
い
の
ち

へ
」
３
月
加
日
（
土
・
祝
）
～
犯
日
㈲

会
場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
島
田
（
「
い
の
ち
」

が
生
れ
る
ま
で
）
永
／
灰
谷
／
坪
谷

ト
リ
プ
ル
ト
ー
ク
Ⅳ
時
～
蝿
時
恥
分

／
３
月
創
日
佃
過
時
～
皿
時
。
永
・

坪
谷
サ
イ
ン
会

★
渡
辺
洋
服
店
の
渡
辺
三
船
専
務
が
、

ガ
ン
の
た
め
１
月
蛎
日
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
Ｋ
Ｆ
Ｓ
の
会
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
日
々
が
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

合
掌

1０５

（
前
売
１
３
０
０
円
）

■
開
催
期
間
／
３
月
虹
日
㈹
～

４
月
４
日
⑧
。
Ⅲ
時
～
Ⅳ
時
ま

で
。
回
神
戸
国
際
展
示
場
（
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
内
）

■
写
ご
》
へ
涛
○
言
・
堵
日
常
昼
・
冒
烏
○

勤i熟I議繍勤i熟I識
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あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
天
候
の
回
復
し

た
９
日
午
後
、
そ
れ
ま
で
待
機
し
て
い

た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
次
々
と
救

出
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
彼
ら
が
救
助
要
請
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

計
画
書
を
見
る
限
り
共
同
装
備
、
個
人

装
備
べ
携
行
薬
品
な
ど
は
問
題
は
な
く
、

食
料
が
冬
山
に
し
て
は
少
な
い
か
な
と

感
じ
る
く
ら
い
で
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、

予
備
日
を
含
め
た
ｎ
日
ま
で
は
頑
張
れ

る
は
ず
で
し
た
が
、
途
中
で
テ
ン
ト
を

失
っ
た
こ
と
が
致
命
的
で
し
た
。
必
要

だ
っ
た
の
は
４
日
の
天
気
図
を
作
成
し

た
時
点
も
し
く
は
天
気
予
報
を
入
手
し

た
時
点
で
引
き
返
す
判
断
を
す
べ
き
で

し
た
。
今
回
の
よ
う
に
周
り
の
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
に
、
自
分
達

（
リ
ー
ダ
ー
の
経
験
、
メ
ン
バ
ー
全
体

の
経
験
と
力
）
の
能
力
を
超
え
た
行
動

（
当
事
者
は
な
か
な
か
判
ら
な
い
）
を
続

行
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
遭
難
事
故
が
発
生
す
る
と
装

福
井
、
石
川
県
境
の
大
長
山
（
お
お

ち
よ
う
ざ
ん
）
、
標
高
１
６
７
１
ｍ
で

お
き
た
関
西
学
院
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
の
遭
難
に
つ
い
て
は
、
人
数
の

多
さ
と
無
線
で
の
交
信
が
煩
雑
に
お
こ

な
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
の
報
道
も
多
く
、
学
生
達
の
無

事
を
祈
っ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
本
格
的
な
縦

走
登
山
に
向
け
た
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
為
の

ツ
ァ
ー
ス
キ
ー
合
宿
で
し
た
。
ゲ
レ
ン

デ
で
の
歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
お
こ
な
っ

た
後
の
２
月
３
日
、
勝
山
市
東
山
い
こ

い
の
森
か
ら
入
山
し
、
取
手
山
か
ら
大

長
山
を
越
え
赤
兎
山
を
登
っ
て
６
日
に

小
原
集
落
に
下
山
す
る
予
定
で
し
た
。

４
日
ま
で
は
順
調
に
前
進
し
予
定
地
点

よ
り
先
に
進
ん
だ
所
で
テ
ン
ト
を
張
っ

た
が
、
５
日
に
状
況
は
一
変
し
、
風
雪

が
強
ま
り
、
降
り
し
き
る
雪
に
よ
っ
て

テ
ン
ト
が
埋
没
し
放
棄
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
雪
洞
に
こ

も
り
６
日
、
午
後
無
線
で
救
助
要
請
が

重慶‘恒夫の

山歩き教室
（１）

関西学院大学ﾜﾝー

ﾌｫー ゲﾙ部の灘に思う

あ
り
ま
す
が
、
肝
要
な
の
は
そ
れ
を
当

人
達
が
今
後
に
ど
う
生
か
す
か
で
す
。

（
し
げ
ひ
ろ
つ
ね
お
）

１
９
４
７
年
山
口
県
徳
山
市
生
ま
れ
。
荊
年
オ
ニ

ッ
カ
（
現
ア
シ
ッ
ク
ス
）
に
入
社
。
刀
年
エ
ベ
レ

ス
ト
南
西
壁
の
世
界
最
高
点
（
当
時
）
へ
到
達
、

万
年
、
日
本
人
と
し
て
Ｋ
２
に
初
登
頂
、
帥
年
、

北
壁
か
ら
の
新
ル
ー
ト
で
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
登
頂
。

舶
年
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
交
差
縦
走
（
日
本
・
中
国
・

ネ
パ
ー
ル
三
国
友
好
登
山
隊
）
で
は
、
登
華
隊
長

と
し
て
、
世
界
最
高
峰
を
舞
台
に
し
た
世
界
初
の

交
差
縦
走
を
成
功
に
導
く
。
馳
年
、
当
時
未
踏
の

駁
高
峰
で
あ
っ
た
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
の
初
登
頂
を

指
揮
。
鮒
年
、
日
本
百
名
山
を
棚
日
で
連
続
踏
破

し
た
。

1０６

備
や
食
料
が
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、

下
見
の
有
無
な
ど
が
取
り
ざ
た
さ
れ
ま

す
が
、
昨
今
増
加
し
て
い
る
遭
難
事
故

を
検
証
す
る
限
り
モ
ノ
不
足
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
モ
ノ
を
そ
ろ

え
る
こ
と
に
一
生
懸
命
で
、
本
来
必
要

な
体
力
や
技
術
の
養
成
、
経
験
の
積
み

重
ね
な
ど
が
疎
か
に
さ
れ
て
い
る
現
実

が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
の
は
「
十
分
な

装
備
」
で
は
な
く
、
「
対
応
で
き
る
能

力
」
で
す
。
最
近
の
学
生
達
の
山
行
日

数
は
確
実
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

４
年
間
で
習
得
で
き
る
技
術
や
経
験
は

自
然
の
力
に
比
べ
れ
ば
微
々
た
る
も
の

で
す
の
で
、
経
験
の
豊
富
な
先
輩
や
Ｏ

Ｂ
等
の
同
行
が
難
し
い
場
合
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
発
す
る
前
に
頻
繁
な
気
象
予
報
の
取

得
や
、
困
難
な
事
態
に
直
面
し
た
場
合

先
輩
に
相
談
す
る
な
ど
の
方
法
が
通
信

機
器
の
発
達
し
た
昨
今
で
は
取
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
若
い
彼

ら
が
遭
難
か
ら
学
び
取
る
も
の
は
多
く
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1０７

２
月
略
日
伽
、
六
甲
山
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
も
早
い
も
の
で
第
６
回
と
な

り
ま
し
た
。
前
日
ま
で
雨
も
な
く
暖
か

く
。
そ
の
上
風
も
な
い
好
天
気
に
恵
ま

れ
た
一
日
で
し
た
。
只
私
個
人
と
し
て

は
足
を
痛
め
、
皿
月
．
１
月
を
休
ん
で

し
ま
い
不
安
が
い
っ
ぱ
い
の
参
加
で
し

た
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
裏
六
甲
の
穴
場
・

静
か
な
縦
走
路
と
か
…
。
登
り
は
じ
め

て
し
ば
ら
く
不
安
が
的
中
、
廻
り
の
方

に
お
手
数
を
か
け
申
し
訳
な
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
不
足
を

痛
感
！「
ス
ト
ッ
ク
は
漕
ぐ
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
…
」
の
声
。
心
身
と
も
に
余
裕

が
な
く
眺
望
の
よ
い
と
こ
ろ
も
た
だ
ひ

た
す
ら
歩
き
続
け
ま
し
た
。
少
し
早
い

昼
食
時
に
い
た
だ
い
た
「
心
の
こ
も
っ

た
熱
い
ス
ー
プ
」
の
味
は
忘
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
思
い
も
よ
ら
ぬ
急
登
。
長
い

急
な
下
り
道
等
、
私
に
と
っ
て
ダ
フ
な

コ
ー
ス
で
し
た
が
無
事
に
下
山
で
き
ま

し
た
。
ツ
ア
ー
の
お
誘
い
を
頂
い
た
時

は
嬉
し
く
、
今
は
苦
し
み
の
連
続
、
楽

し
み
な
が
ら
歩
け
る
日
は
来
る
の
？

そ
の
日
の
近
い
こ
と
に
思
い
を
め
ぐ

ら
せ
次
回
も
出
か
け
た
い
も
の
で
す
。

栗
原
晶
子
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0８

｜
プ
ロ
ロ
ー
グ

浜
松
在
住
の
Ｙ
さ
ん
か
ら
、
「
上
川
さ
ん
、
今
年
（
２
０
０

３
年
）
７
月
に
就
航
し
た
ク
リ
ス
タ
ル
・
セ
レ
ニ
テ
ィ
を
ご
存

知
で
す
よ
ね
え
。
こ
の
船
が
今
度
日
本
に
初
め
て
く
る
ん
で
す

よ
。
出
来
ま
し
た
ら
あ
な
た
と
ご
一
緒
し
た
い
と
思
い
ま
し
て

ね
。
私
も
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
体
調
を
崩
し
ま
し
て
ね
、
車
椅
子

生
活
の
身
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
最
後
の
ク
ル
ー

ズ
と
思
い
ま
し
て
ね
」
と
の
手
紙
が
届
い
た
。
Ｙ
さ
ん
は
、
元

外
航
船
の
船
長
さ
ん
で
、
今
は
ご
夫
妻
で
世
界
を
舞
台
に
船
旅

を
愉
し
ん
で
お
ら
れ
る
御
仁
で
あ
る
。

ク
リ
ス
タ
ル
・
セ
レ
ー
ー
テ
ィ
は
、
日
本
郵
船
が
ア
メ
リ
カ
に

設
立
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
会
社
で
あ
る
ク
リ
ス
タ
ル
・
ク
ル
ー
ズ

社
が
、
姉
妹
船
ク
リ
ス
タ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
ク
リ
ス
タ
ル
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
続
く
第
三
船
と
し
て
就
航
さ
せ
た
大
型
船
で
、

今
の
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
船
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
豪
華
客
船
だ

と
い
え
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
ク
ル
ー
ズ
社

が
今
日
ま
で
ラ
グ
ジ
ュ
ァ
リ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
世
界
最
高
の
評

価
を
得
て
き
た
と
い
う
実
績
が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
だ

が
、
こ
の
会
社
は
日
本
の
船
会
社
で
は
な
い
し
、
船
も
す
べ
て

外
国
船
。

さ
て
、
乗
る
と
決
め
る
と
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
で
は
な

い
か
。
そ
う
、
初
入
港
の
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
に
対
し
て
、
神
戸

港
が
ど
こ
ま
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
い
い
歓
迎
が
で
き
る
か
を

自
分
の
目
で
確
か
め
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
。
そ
う
と
な

れ
ば
善
は
急
げ
！
と
ば
か
り
、
み
な
と
総
局
の
幹
部
の
皆
さ
ん

に
、
「
日
本
初
寄
港
、
し
か
も
広
島
、
神
戸
、
名
古
屋
、
横
浜
、

清
水
と
日
本
の
五
つ
の
港
に
寄
港
す
る
こ
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
セ

レ
ー
ー
テ
ィ
に
対
し
て
、
神
戸
港
は
ど
ん
な
歓
迎
が
で
き
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
し
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
。

こ
の
５
港
の
中
で
、
神
戸
港
が
一
番
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
歓
迎
行
事
が
で
き
な
い
も
の
か
、
ぜ
ひ
と
も
頑
張
っ

て
欲
し
い
」
な
ど
な
ど
と
訴
え
て
回
っ
た
。

県一

日
本
初
寄
港
ク
リ
ス
タ
ル
・
セ
レ
ニ
テ
ィ
乗
船
記
①

文
・
上
川
庄
二
郎

こ
い
ざ
、
グ
ア
ム
ヘ

今
回
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
セ
レ
ー
ー
テ
ィ
の
航
海
日
程
は
、
１
月

⑱
日
に
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
を
出
航
し
、
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
、
日

本
（
広
島
、
神
戸
、
名
古
屋
、
横
浜
、
清
水
）
を
経
て
、
上
海
、

香
港
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
洋
、
ア

フ
リ
カ
の
各
地
を
寄
港
し
な
が
ら
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
を
ぐ
る
つ
と

国
か
み
か
わ
し
よ
う
じ
ろ
う

１
９
３
５
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
卒
。

神
戸
市
に
入
り
、
空
港
対
策
室
長
、
消
防
局
長
を
経

て
定
年
退
職
。
現
在
、
関
西
学
院
大
学
、
大
阪
産
業

大
学
非
常
勤
講
師
。
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回
り
、
南
米
各
地
に
も
寄
港
し
て
、
５
月
５
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
帰
港
、
と
い
う
１
０
８
日
間
の
ワ
ー
ル
ド
・
ク
ル
ー
ズ
。
私

た
ち
は
、
こ
の
間
を
区
間
ク
ル
ー
ズ
で
グ
ァ
ム
・
神
戸
間
（
２

月
５
～
岨
旦
を
乗
船
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

２
月
４
日
、
関
西
空
港
か
ら
グ
ア
ム
に
飛
ん
だ
。
着
後
、
ホ

テ
ル
で
一
泊
し
、
翌
５
日
午
後
、
ア
プ
ラ
港
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
た
め
の
厳
し
い
出
国
検
査
を
パ
ス
し
よ
う
や
く
ク
リ
ス
タ
ル
・

セ
レ
ー
ー
テ
ィ
の
人
と
な
っ
た
。
Ⅳ
時
、
船
は
ア
プ
ラ
港
を
後
に

サ
イ
パ
ン
に
向
け
て
出
航
。
早
速
、
Ｙ
ご
夫
妻
ら
と
デ
ィ
ナ
ー

を
ご
一
緒
し
な
が
ら
歓
談
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

一
夜
明
け
て
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
セ
レ
ー
ー
テ
ィ
は
、
サ
イ
パ
ン

の
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ド
ッ
ク
に
着
岸
。
も
う
再
び
来
る
こ
と
も
な

い
だ
ろ
う
と
、
半
日
観
光
に
出
掛
け
て
み
た
。
バ
ン
ザ
イ
ク
リ

フ
の
断
崖
に
立
っ
て
、
戦
没
者
や
島
に
移
住
し
て
犠
牲
に
な
ら

れ
た
人
々
の
慰
霊
碑
が
立
ち
並
ぶ
の
を
目
の
前
に
す
る
と
、
思

わ
ず
胸
の
押
し
詰
ま
る
の
を
覚
え
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
サ
イ
パ
ン
は
、
太
平
洋
戦
争
で
南
雲
海
軍
中
将
の
率
い

る
日
本
軍
玉
砕
の
地
。
こ
の
後
、
日
本
軍
は
硫
黄
島
、
沖
縄
と

敗
退
し
、
広
島
、
長
崎
に
原
爆
を
投
下
さ
れ
て
敗
戦
を
迎
え
る
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
日
本
最
初
の
寄
港
地
が
そ
の
広
島
と
は
…
。

サ
イ
パ
ン
か
ら
広
島
ま
で
は
４
泊
５
日
い
よ
い
よ
本
格
的
な
ク

ル
ー
ズ
の
始
ま
り
で
あ
る
。

三
ク
リ
ス
タ
ル
・
セ
レ
ニ
テ
ィ

ま
ず
は
、
今
回
始
め
て
乗
船
し
た
ク
リ
ス
タ
ル
・
セ
レ
ニ
テ
ィ

に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ク
リ
ス
タ
ル
・
セ
レ
ニ
テ
ィ
は
、
姉
妹
船
ク
リ
ス
タ
ル
・
ハ
ー

モ
ニ
ー
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
と
は
別
タ
イ
プ
の
名

前
で
あ
る
。
辞
書
を
引
い
て
み
る
と
、
の
閏
の
日
ご
と
は
晴
朗
、

静
穏
、
沈
着
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、

前
二
船
の
融
合
的
な
和
の
イ
メ
ー
ジ
と
比
べ
や
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
雰
囲
気
を
大
切
に
す
る
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
セ
レ
ー
ー
テ
ィ
は
、
２
０
０
３
年
７
月
に

地
中
海
で
初
就
航
し
た
新
造
船
。
総
ト
ン
数
６
８
８
７
０
ト
ン
、

全
長
２
５
０
メ
ー
ト
ル
、
幅
犯
・
２
メ
ー
ト
ル
、
喫
水
７
．
６

メ
ー
ト
ル
、
航
行
速
度
亜
ノ
ッ
ト
（
最
高
羽
ノ
ッ
ト
）
。
乗
客
定

員
は
１
０
８
０
人
、
乗
組
員
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
キ
ャ
プ
テ

ン
以
下
世
界
各
国
（
判
か
国
）
出
身
で
６
５
５
名
。
も
ち
ろ
ん

日
本
人
ク
ル
ー
も
乗
り
組
ん
で
い
る
。
デ
ュ
プ
テ
ィ
・
キ
ャ
プ

テ
ン
、
機
関
長
、
一
等
航
海
士
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ズ
・
ホ
ス

テ
ス
の
他
す
し
バ
ー
の
職
人
さ
ん
な
ど
で
あ
る
。

今
回
の
ワ
ー
ル
ド
・
ク
ル
ー
ズ
で
日
本
に
初
寄
港
す
る
の
だ

が
、
姉
妹
船
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
４
９
４
０
０
ト

ン
）
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
５
１
０
４
４
ト
ン
）

に
比
べ
て
約
釦
数
％
も
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
て
い
る
の
に
比
し
、

乗
客
定
員
は
妬
％
し
か
増
や
し
て
い
な
い
。
し
か
も
キ
ャ
ビ
ン

は
す
べ
て
海
側
で
、
そ
の
う
ち
妬
％
が
ベ
ラ
ン
ダ
付
、
バ
ス
タ

ブ
は
全
室
完
備
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
居
住
性
に
重
点
を
置
い
て

い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
も
と
よ
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー

ス
も
相
当
広
く
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
邦
船
の
飛
鳥
、
ぱ

し
ふ
い
つ
く
・
び
－
な
す
、
に
っ
ぼ
ん
丸
、
ふ
じ
丸
な
ど
と
は

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ル
ー

ム
も
あ
り
、
メ
ー
ル
や
デ
ジ
カ
メ
の
プ
リ
ン
ト
な
ど
わ
け
な
く

で
き
る
。
私
な
ど
は
、
暇
を
見
て
こ
の
原
稿
を
少
し
ず
つ
こ
こ

に
通
っ
て
書
い
た
。
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
は
日
本
の
客
船
で
は
出

来
な
い
。

こ
の
他
、
日
本
人
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
他
の

外
国
船
と
比
べ
て
も
格
段
に
よ
い
。
毎
日
配
ら
れ
る
船
内
新
聞

や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
は
日
本
語
版
で
提
供
さ
れ
頭
を
悩

ま
す
こ
と
が
な
い
。
そ
の
上
、
困
っ
た
と
き
に
は
、
日
本
人
女

性
の
ァ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ズ
・
ホ
ス
テ
ス
が
乗
船
し
て
い
る
か
ら

ま
ず
不
自
由
す
る
こ
と
は
な
い
。
ク
ル
ー
の
皆
さ
ん
も
片
言
な

が
ら
日
本
語
で
対
応
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

日
本
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
中

で
、
こ
の
船
で
は
皮
肉
な
こ
と
に
グ
ア
ム
か
ら
は
日
本
人
乗
客

が
４
分
の
１
を
占
め
る
ほ
ど
の
人
気
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
日
本
人
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
も
こ
れ
か
ら
も
っ
と
伸
び

て
ゆ
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
「
ク
ル
ー
ズ
は
、
１
４
０
０
兆
円
の

資
産
を
持
つ
高
齢
者
の
消
費
だ
か
ら
、
日
本
経
済
の
需
要
喚
起

策
や
雇
用
対
策
に
な
り
得
る
」
（
竹
村
健
一
）
と
い
う
、
私
も

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
た
だ
、
こ
れ
が
国
内
ク
ル
ー
ズ
船
で

な
く
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
に
流
れ
て
し
ま
う
と
す
れ
ば
少
々
思
惑

外
れ
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
逆
手
に
と
っ
て
も
っ
と
外

国
船
を
誘
致
す
る
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
。
そ
の
た
め
に
国
内
の

ク
ル
ー
ズ
船
社
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
各
社
、
港
湾
管
理
者
に
は
も
っ

と
も
っ
と
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
。
も
ち
ろ
ん
、
神
戸

市
や
商
工
会
議
所
に
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力
し
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
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の
重
信
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
が
、
重
信
は
天
保
三
年
（
一
八

三
二
）
に
死
亡
。
享
年
四
十
六
歳
。
問
題
児
は
ま
た
ま
た
北
斎

の
許
へ
と
戻
っ
て
き
た
。
問
題
児
は
成
人
し
、
バ
ク
チ
、
借
金

な
ど
放
蕩
の
限
り
を
つ
く
す
。

北
斎
七
十
五
歳
の
と
き
、
突
如
、
三
浦
半
島
に
隠
居
し
た
の

も
、
実
は
こ
の
孫
の
せ
い
で
あ
る
。
孫
が
バ
ク
チ
等
で
借
金
を

抱
え
、
保
護
者
で
あ
る
北
斎
が
裁
判
沙
汰
と
な
り
負
け
て
、
江

が
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に

幼
な
児
を
か
か
え
た
北
斎
は
途

方
に
く
れ
た
。
そ
ん
な
苦
境
を

救
っ
て
く
れ
た
の
が
後
妻
の
こ

と
女
だ
っ
た
。
後
妻
と
の
間
に

は
二
人
の
子
を
も
う
け
た
。

次
男
・
多
吉
郎
。
三
女
・
お

栄
。
こ
の
お
栄
が
北
斎
ミ
ス
テ

リ
ー
に
深
く
係
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
こ
と
は
後
で
述
べ
る
と
し

よ
う
。後
妻
の
こ
と
女
は
前
妻
の
子

を
加
え
て
、
五
人
の
子
の
面
倒

北
斎
の
私
生
活
も
、
ま
た
ナ
ゾ
に
包
ま
れ
て
い
る
。
特
に
妻

や
子
な
ど
家
族
関
係
者
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。

北
斎
は
二
度
の
結
婚
歴
が
あ
り
、
男
二
人
、
女
三
人
の
合
せ

て
五
人
の
子
供
が
い
た
と
い
う
。
六
人
と
い
う
説
も
あ
る
。

最
初
の
結
婚
期
や
妻
の
名
は
不
明
だ
が
、
そ
の
妻
と
の
間
に

は
三
人
の
子
供
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

長
男
は
富
之
助
。
長
女
・
お
美
与
。
次
女
お
鉄
。

し
か
し
、
幸
福
な
家
庭
に
突
然
不
幸
が
襲
っ
た
。
最
初
の
妻

が
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
死
亡
し
た
の
だ
っ
た
。
三
人
の

ナ
ゾ
多
い
私
生
活

中
右
瑛

｜
■
北
斎
ミ
ス
テ
リ
ー
〈
必
〉

夫
婦
仲
が
悪
く
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
ご
ろ
に
離
婚
す
る
。

お
美
与
は
ま
だ
年
少
の
わ
が
子
を
連
れ
て
実
家
に
戻
る
。
後
妻

こ
と
女
は
、
病
気
が
ち
の
な
さ
ぬ
仲
の
お
美
与
と
そ
の
子
の
面

倒
を
な
に
く
れ
と
な
く
看
る
の
だ
っ
た
。
お
美
与
は
ま
も
な
く

死
亡
し
た
。

北
斎
は
初
孫
に
当
た
る
お
美
与
の
子
を
い
じ
ら
し
く
、
不
佃

に
思
い
可
愛
が
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
子
は
実
は
大
の
問
題
児

で
あ
っ
た
。
少
年
期
か
ら
ぐ
れ
て
人
様
に
迷
惑
を
か
け
、
北
斎

を
見
た
こ
と
に
な
る
。

中
島
家
の
後
継
者
と
な
っ
た
長
男
・
富
之
助
に
つ
い
て
は
早

世
し
た
と
伝
わ
る
が
、
何
歳
だ
っ
た
か
は
不
明
だ
。

長
女
・
お
美
与
は
成
人
し
て
北
斎
の
弟
子
・
柳
川
重
信
と
、

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
ご
ろ
に
結
婚
し
、
男
子
を
生
む
が
、

先
妻
全
七
九
四
年
没
）

○
ｌ
長
認
意
之
卿
（
噸
鳥
家
の
縫
継
者
）

柳
川
重
信
（
一
八
三
二
没
）

Ｔ
ｌ
ｌ
ｏ

ｌ
長
女
鳥
菱
与

’
二
玄
鐙
錬

小
林
平
八
郎
母

・
’
○
’
○
ｌ
総
篇
．

’
１
次
騨
多
青
郎
（
”
繍
氏
に
蕊
予
）

？
Ｏ中
島
厭
謬
’
三
章
鐙
叢

’
四
女
も
錨
？
一

○

後
妻
・
こ
と
女
（
一
八
四
○
没
）

も
こ
の
子
に
は
手
を
焼
い
た
と
い
う
。
こ
の
子
を
、

別
れ
た
婿

北斎家系図

1１０
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お栄のさし絵本『女重本記』（1847）高井蘭山著

斎
の
晩
年
の
人
生
に
大
き
な
影
と
ミ
ス
テ
リ
ー
の
影
を
落
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

早
世
し
た
四
女
・
お
猶
が
い
た
と
い
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
過
去
帳
に
あ
る
文
政
四
年
十
一
月

十
三
日
没
の
女
子
は
、
こ
の
お
猶
の
こ
と
か
、
ま
た
は
お
美
与

の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。

戸
追
放
と
な
っ
た
か
ら
だ
。
詳
し
く
は
『
た
び
た
び
の
ナ
ゾ
の

旅
行
」
で
述
べ
る
。

こ
の
問
題
児
の
孫
と
の
係
わ
り
は
、
北
斎
晩
年
ま
で
つ
づ
く
。

次
女
・
お
鉄
は
画
才
あ
り
、
絵
を
描
い
て
い
た
と
い
う
が
、

結
婚
後
、
死
亡
し
た
と
伝
わ
る
。
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。

後
妻
・
こ
と
女
の
子
、
次
男
・
多
吉
郎
は
御
家
人
・
加
瀬
氏

の
養
子
と
な
り
、
崎
十
郎
と
改
名
し
た
。
そ
の
後
の
記
録
は
な

い
。
寛
政
十
二
年
ご
ろ
に
出
生
し
た
三
女
・
お
栄
に
つ
い
て
は
、

111

画
中
右
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
夢
ニ
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神

戸
市
在
住
。
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動

美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
ど
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。
現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際

浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。
著
書
多
数

明
治
の
研
究
家
・
飯
島
虚
心
著
『
葛
飾
北
斎
偲
』
に
も
詳
し
く

登
場
す
る
。
北
斎
の
重
要
な
カ
ギ
を
握
る
娘
で
あ
る
。

お
ー
い

こ
の
お
栄
は
天
才
的
な
画
才
あ
り
。
画
名
を
応
為
と
い
う
。

絵
師
・
提
等
琳
の
弟
子
・
南
沢
等
明
に
嫁
ぐ
が
、
等
明
は
余
り

ぱ
っ
と
し
な
い
絵
描
き
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
夫
に
嫌
気
を
さ
し
、

未
練
な
く
離
婚
。
実
家
に
戻
る
。
母
の
こ
と
女
が
文
政
十
一
年

（
一
八
四
○
）
六
月
五
日
に
死
ん
で
、
淋
し
い
北
斎
と
、
問
題

児
の
甥
の
世
話
を
焼
く
こ
と
と
な
る
。

お
ー
い

画
号
を
「
応
為
」
と
い
う
の
も
、
北
斎
が
お
栄
さ
ん
の
こ
と

を
「
オ
ー
イ
」
「
オ
ー
イ
」
と
呼
ん
で
い
た
の
を
、
い
つ
の
間

に
や
ら
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
し
て
し
ま
っ
た
。
お
栄
さ
ん
も
な
か
な

か
シ
ャ
レ
人
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
オ
ー
イ
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
お
栄
さ
ん
の
方
で
、

お
栄
さ
ん
が
父
親
北
斎
に
「
オ
ー
イ
親
父
ど
の
」
「
オ
ー
イ
親

爺
ど
の
」
と
呼
ん
だ
…
と
い
う
説
も
あ
る
。

こ
の
お
栄
さ
ん
は
、
天
才
絵
師
の
異
名
を
と
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
。
「
応
為
」
署
名
の
作
品
は
殊
の
外
少
な
い
。
こ

の
こ
と
も
不
思
議
で
、
お
そ
ら
く
、
お
栄
さ
ん
は
北
斎
の
代
筆

ば
か
り
し
て
い
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
影
武
者
説
が
浮
上

す
る
。お
栄
さ
ん
と
北
斎
、
そ
し
て
孫
と
の
三
人
の
生
活
は
、
実
に

人
間
臭
く
、
ま
た
奇
々
怪
々
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
面
白
い
。
北

Ｌ=_二」

綿
韓
高
升
簡
山
芳

雷
固
臆
為
茶
会
華
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好
い
や
好
い
、
の
な
か
に
、
し
っ
か
り
「
弥
生
」
と
い

う
こ
と
ば
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
を
、
ま
ず
は
お
見
逃
し
な

き
よ
う
に
、
と
喚
起
し
て
、
そ
れ
に
し
て
も
ま
あ
、
こ
れ

は
、
む
ず
か
し
そ
う
な
な
か
に
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
、
み
だ

ら
な
連
想
を
呼
び
起
こ
す
歌
詞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

桃
の
節
句
は
三
月
三
日
。
こ
の
女
の
節
句
に
桃
花
を
飾

り
、
白
酒
、
菱
餅
、
妙
り
豆
、
蛤
を
供
え
る
の
は
な
ぜ
か
。

み
だ
ら
流
に
解
き
明
か
さ
ず
と
も
、
す
べ
て
学
術
的
な
定

説
が
あ
り
ま
す
、
と
、
大
上
段
に
振
り
か
ざ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
ま
い
。
都
々
逸
の
文
句
に
「
桃
も
い
や
な
ら
桜
も

い
や
よ
・
も
も
と
も
も
と
の
間
ぁ
が
よ
い
」
て
の
が
あ
り

に
く

あ
あ
好
い
や
好
い
と
、
指
で
悪
じ
ゃ
れ
、
僧
と
ふ
っ
つ

り
桃
の
節
句
は
、
潮
干
と
い
う
て
、
痴
話
の
こ
た
つ
に
、

み
え
く

足
で
貝
踏
む
、
衆
道
好
き
こ
そ
高
野
御
影
供
や
Ｉ

さ
て
さ
っ
そ
く
な
が
ら
、
例
の
手
ま
り
歌
の
三
月
分
を

ご
披
露
し
よ
う
。

■
み
だ
ら
夜
話
／
第
十
四
回

か
し
ノ
、
祭
、
ソ

あ
さ
ぎ
ま
だ
ら

浅
黄
斑
八
作
家
Ｖ

い
ん
ど
う
と
お
る

絵
・
犬
童
徹

ま
す
が
、
つ
ま
り
は
桃
は
、
女
性
自
身
の
象
徴
で
あ
り
ま

す
。
小
生
思
う
に
、
今
は
死
語
と
も
化
し
た
「
桃
色
遊
戯
」

な
る
懐
か
し
き
こ
と
ば
に
も
、
こ
の
概
念
が
入
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
月
と
は
い
え
、
ま
だ
肌
寒
く
て
、
男
女
差
し
向
か
い

に
コ
タ
ッ
に
入
る
ん
で
す
ね
。
で
、
痴
話
ｌ
エ
ッ
チ
な

話
を
し
な
が
ら
、
男
が
足
を
伸
ば
し
て
、
女
性
の
両
腿
を

こ
じ
開
け
る
。
足
の
指
が
け
し
か
ら
ぬ
悪
じ
ゃ
れ
を
は
じ

め
る
と
、
女
性
の
ほ
う
も
「
好
い
や
好
い
」
と
な
っ
て

「
ま
あ
、
憎
い
」
と
な
る
ん
で
す
ね
。
憎
と
肉
の
掛
詞
も

お
忘
れ
な
く
ｃ
桃
の
節
句
に
妙
り
豆
と
蛤
を
供
え
る
、
と

書
い
た
の
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
女
性
の

象
徴
で
す
よ
ね
。
「
足
で
貝
踏
む
」
ま
さ
に
コ
タ
ッ
の
中

の
状
況
を
い
っ
て
お
り
ま
す
。

で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
旧
暦
三
月
の
初
め

ご
ろ
に
は
潮
の
引
き
差
し
の
激
し
い
大
潮
が
き
て
、
三
月

は
潮
干
狩
り
の
季
節
で
も
あ
る
の
で
す
。
住
吉
社
で
は
潮

干
祭
り
な
ん
て
の
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
前
期
の
仮
名
草
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紙
で
あ
る
「
浮
世
物
語
」
に
、
「
何
よ
り
面
白
き
は
三
月

三
日
の
潮
干
の
遊
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

三
月
二
十
一
日
は
、
弘
法
大
師
が
高
野
山
の
奥
の
院
で

入
定
し
た
日
で
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
た
一
週
間
、
全
国

各
地
の
大
師
関
係
寺
院
で
弘
法
大
師
の
徳
を
追
慕
し
た
祭

り
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
が
御
影
供
で
あ
り
ま
す
。

え
え
と
、
衆
道
と
い
う
の
を
ご
存
じ
で
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。
こ
れ
を
語
り
は
じ
め
る
と
、
一
冊
の
本
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
多
く
は
語
り
ま
せ
ん
。
一
口
に
ホ
モ
と

か
ゲ
イ
と
か
呼
ぶ
に
は
惜
し
い
我
が
日
本
国
の
精
神
史
が

あ
り
ま
す
。
数
年
前
、
小
生
は
「
ち
よ
ん
が
れ
西
鶴
」
と

い
う
長
編
時
代
小
説
の
な
か
で
、
史
実
で
も
あ
る
「
衆
道

の
殺
人
」
と
い
う
の
を
扱
い
ま
し
た
が
、
興
味
あ
る
方
は

読
ん
で
見
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
「
衆
道
は
弘
法
に
始
ま
る
」
と
い
わ

れ
ま
す
。
元
々
は
日
本
に
な
か
っ
た
こ
の
文
化
を
、
留
学

先
の
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
の
が
空
海
、
す
な
わ
ち
弘
法
大

師
だ
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
は
、
そ
う
い
う
含

み
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

こ
の
手
ま
り
歌
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
三
月
十
八
日

は
、
大
阪
・
曾
根
崎
の
法
清
寺
と
い
う
と
こ
ろ
で
「
か
し

ぐ
祭
り
」
と
い
う
の
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
ご
存
じ
の
方

は
、
よ
ほ
ど
文
楽
に
造
詣
が
深
い
。

か
し
ぐ
、
と
い
う
の
は
、
曾
根
崎
新
地
の
遊
女
の
名
で
、

酒
乱
の
果
て
に
殺
人
を
犯
し
、
千
日
前
の
刑
場
で
露
と
消

え
ま
し
た
。
そ
の
命
日
が
祭
り
の
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
曾
根
崎
心
中
」
の
お
初
、
徳
兵
術
が
浄
瑠
璃
芝
居
に
な
っ

て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
よ
う
に
、
昔
の
文
楽
は
、
ま
さ
に
現
代

や

の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
す
。
遊
女
か
し
ぐ
殺
人
事
件
も
「
八

え
が
す
み
左
に
わ
の
は
立
肱
さ

重
霞
浪
花
浜
萩
」
と
な
っ
て
大
ヒ
ッ
ト
、
こ
う
し
て
か
し

ぐ
の
墓
が
あ
る
法
清
寺
は
、
か
し
ぐ
寺
と
も
呼
ば
れ
て
、

そ
の
墓
石
を
削
っ
て
飲
め
ば
、
酒
乱
に
霊
験
あ
る
と
伝
え

ら
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
今
も
酒
に
悩
む
多
く
の
参
拝

客
が
あ
る
ん
だ
と
か
。

今
は
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
す
が
、
昔
風
に
い
い
あ
ら
わ
せ

ば
、
こ
う
い
っ
た
事
件
も
の
を
扱
っ
た
記
事
を
「
三
面
記

事
」
と
い
い
ま
す
。
で
、
こ
の
三
面
記
事
の
発
明
者
は
と

い
う
と
、
「
巌
窟
王
」
と
か
「
あ
あ
無
情
」
な
ど
を
翻
訳

し
て
日
本
に
紹
介
し
た
作
家
で
も
あ
り
、
我
が
国
で
最
初

に
探
偵
小
説
を
書
い
た
人
で
も
あ
る
黒
岩
涙
香
と
い
う
人

物
。
こ
の
人
が
つ
く
っ
た
「
万
朝
報
」
と
い
う
新
聞
の
三

面
に
、
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
を
満
載
し
た
こ
と
が
始
ま
り
な
の

で
す
。あ
、
な
ん
だ
か
脱
線
中
で
す
ね
。
実
は
こ
の
黒
岩
涙
香

が
十
七
歳
の
こ
ろ
、
大
阪
英
語
学
校
の
学
生
だ
っ
た
。
明

治
十
二
年
の
こ
ろ
で
す
。
こ
の
黒
岩
少
年
が
探
偵
役
と
な
っ

て
「
か
し
ぐ
の
か
じ
か
」
事
件
を
は
じ
め
と
す
る
浪
花
の

七
不
思
議
に
挑
む
お
話
が
、
小
生
の
最
新
刊
で
祥
伝
社
の

ノ
ン
ノ
ベ
ル
ス
と
し
て
現
在
発
売
中
。
タ
イ
ト
ル
も
「
か

し
ぐ
の
か
じ
か
」
で
あ
り
ま
す
、
と
宣
伝
も
し
て
、
ま
こ

と
に
お
粗
末
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蕊
回
浅
黄
斑
（
あ
さ
き
ま
だ
ら
）
推
理
作
家
ｃ
一
九
四
六
年
神
戸

市
生
ま
れ
。
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
在
住
。
一
九
九
二
年
小
説
推

理
新
人
賞
、
一
九
九
五
年
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
大
賞
を
受
賞
。
日

本
文
芸
家
協
会
、
日
本
推
理
作
家
協
会
な
ど
に
所
属
す
る
と
と
も

に
、
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
関
西
支
部
長
。
「
き
ょ
う
も
風
さ
え
吹

き
す
ぎ
る
」
「
ち
よ
ん
が
れ
西
鶴
」
「
走
る
死
体
」
「
神
戸
・
真
夏

の
雪
祭
り
殺
人
事
件
」
な
ど
著
書
多
数
。
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「
い
つ
も
き
れ
い
な
花
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
飾
ら
れ
た
花

を
見
て
言
っ
て
下
さ
る
人
も
あ
る
が
、
う
ち
の
店
の
男
性

客
は
無
粋
な
人
が
多
く
、
花
に
は
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
さ

な
い
。
そ
し
て
彼
も
そ
の
一
人
。

「
サ
ク
ラ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ア
サ
ガ
オ
、
ヒ
マ
ワ
リ
、

そ
れ
か
ら
コ
ス
モ
ス
ぐ
ら
い
か
な
」

原
義
弘
さ
ん
、
別
歳
。
彼
が
分
か
る
花
の
名
前
す
べ
て

で
あ
る
。

こ
の
原
さ
ん
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ケ
ン
カ
大
好
き
の

や
ん
ち
ゃ
坊
主
。
う
ち
の
店
に
は
、
ケ
ン
カ
の
強
い
人
が

や
ん
ち
ゃ

出
石
ア
カ
ル

絵
・
菅
原
洗
人

■
連
載
エ
ッ
セ
ー
／
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
⑳

Ｉ
～

ホ
ン
ト
多
い
が
、
彼
も
行
く
先
々
の
学
校
で
番
長
を
張
っ

て
来
た
と
い
う
。
ロ
ッ
ク
歌
手
の
宇
崎
竜
童
に
似
て
い
る

が
（
そ
ん
な
エ
エ
も
ん
か
？
と
い
う
声
あ
り
）
、
体
格
は

ま
哩

幽
こ
と

立
派
、
本
気
に
な
っ
た
時
の
眼
光
も
鋭
く
、
真
に
男
っ
ぽ

く
て
、
花
を
愛
で
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
日
頃
ま
ず
な
い
。

そ
れ
が
今
で
は
、
あ
る
食
品
会
社
の
営
業
部
長
さ
ん
で
あ

る
。

そ
う
言
え
ば
彼
に
は
、
前
に
も
一
度
こ
の
柵
に
登
場
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
自
分
の
奥
さ
ん
を
久
し
ぶ

り
に
知
人
に
合
わ
せ
、
奥
さ
ん
が
帰
っ
た
後
で
、
う
ち
の

1１４
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嫁
は
ん
年
い
っ
た
や
ろ
と
言
い
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
と
否

定
す
る
知
人
に
、
無
理
や
り
同
意
さ
せ
て
お
い
て
、
家
に

帰
っ
て
、
あ
い
つ
が
お
前
の
こ
と
老
け
た
な
ぁ
、
て
ゆ
う

て
た
ぞ
、
と
言
っ
た
人
で
あ
る
。
と
に
か
く
型
や
ぶ
り
な

人
な
の
だ
。

そ
の
原
さ
ん
が
真
面
目
に
心
配
し
て
い
る
話
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
下
で
、
毎
晩
夜
中
ま
で
う
る
さ
い
ん
や
。

暴
走
族
の
た
ま
り
場
に
な
つ
と
ん
ね
ん
。
そ
の
夜
も
五
、

六
人
が
来
て
騒
ぎ
よ
っ
た
。
寝
ら
れ
へ
ん
か
ら
ア
ッ
タ
マ

来
て
も
て
。
そ
や
け
ど
俺
・
も
昔
ほ
ど
の
元
気
は
も
う
無
い

し
、
一
人
で
行
く
ん
は
ち
ょ
っ
と
恐
い
か
ら
、
息
子
の
部

屋
ノ
ッ
ク
し
た
ら
、
俺
の
気
持
ち
を
読
み
取
り
よ
っ
て
、

と

『
お
父
ん
行
く
か
』
ゆ
う
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
喜
ん
で

先
に
飛
び
出
し
て
行
き
よ
っ
た
。
あ
い
つ
も
頭
来
と
っ
た

ん
や
ろ
。
息
子
が
『
コ
ラ
ッ
お
前
ら
っ
！
』
ゆ
う
て
叫
ん

だ
途
端
に
、
中
の
一
人
が
『
ヤ
バ
イ
ッ
』
ゆ
う
て
、
ク
モ

の
子
散
ら
す
よ
う
に
逃
げ
て
行
き
よ
っ
た
。
息
子
の
顔
見

て
脅
え
よ
っ
た
。
そ
い
っ
ら
息
子
の
こ
と
知
つ
と
っ
た
ん

や
。
そ
れ
か
ら
姿
見
せ
ん
よ
う
に
な
っ
て
、
近
所
の
人
に

礼
言
わ
れ
た
が
な
。
そ
や
け
ど
俺
、
心
配
や
ね
ん
。
息
子
、

俺
と
同
じ
性
格
し
と
る
ん
や
。
俺
の
若
い
時
そ
っ
く
り
や

ね
ん
。
ほ
ん
ま
俺
、
心
配
や
ね
ん
」

そ
の
息
子
さ
ん
に
、
長
く
付
き
合
っ
て
い
る
彼
女
が
い

て
、
彼
は
一
度
会
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

忙
し
い
と
か
何
と
か
理
由
を
つ
け
て
ま
だ
会
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
だ
け
ど
今
度
こ
そ
と
言
わ
れ
て
、

日
曜
日
に
会
う
こ
と
に
し
た
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
が
選
り

に
も
選
っ
て
、
パ
チ
ン
コ
屋
に
呼
び
付
け
た
と
。
や
が
て

は
息
子
の
結
婚
相
手
に
な
る
で
あ
ろ
う
娘
さ
ん
と
、
初
め

て
会
う
場
所
に
パ
チ
ン
コ
屋
を
指
定
す
る
と
は
あ
き
れ
た

話
で
あ
る
。
し
か
も
彼
女
と
息
子
さ
ん
が
指
定
の
パ
チ
ン

コ
屋
に
行
っ
た
時
、
彼
は
一
人
で
二
階
の
事
務
所
に
抗
議

に
行
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
朝
か
ら
打
っ
て
い
て
負
け

続
け
、
「
日
曜
日
は
出
さ
ん
の
か
？
そ
れ
や
っ
た
ら
日
曜
日
し
か

来
れ
ん
客
は
ど
な
い
す
る
ん
や
。
え
え
加
減
に
せ
え
よ
」

と
、
彼
に
よ
れ
ば
紳
士
的
に
話
し
合
っ
て
い
た
と
い
う
。

さ
ら
に
彼
の
や
ん
ち
ゃ
話
。

「
俺
、
営
業
し
と
る
や
ろ
。
昼
間
は
お
客
さ
ん
相
手
に
し
ゃ

べ
る
こ
と
ば
つ
か
り
や
が
な
。
そ
や
か
ら
家
に
帰
っ
た
時

ぐ
ら
い
静
か
に
し
と
き
た
い
ん
や
。
と
こ
ろ
が
や
、
疲
れ

果
て
て
帰
っ
と
る
の
に
、
う
ち
の
嫁
は
ん
、
う
る
さ
い
ん

や
。
俺
が
帰
る
ん
待
つ
と
っ
て
、
近
所
の
こ
と
や
ら
、
親

戚
の
こ
と
や
ら
、
し
ま
い
に
テ
レ
ビ
で
見
た
話
ま
で
、
次
胞
う
べ

か
ら
次
に
、
な
ん
ぼ
で
も
話
し
よ
る
ん
や
。
ほ
ん
で
昨
夜

や
。
い
つ
も
や
っ
た
ら
辛
抱
し
て
聞
い
た
る
ん
や
け
ど
、

昨
夜
は
俺
、
ほ
ん
ま
に
疲
れ
と
っ
た
ん
や
。
そ
や
か
ら
丁

度
そ
ば
に
お
っ
た
猫
の
ト
ラ
に
『
お
い
お
前
、
ち
ょ
っ
と

相
手
に
な
っ
た
れ
』
ゆ
う
て
、
嫁
は
ん
の
方
へ
ポ
ー
ン
と

放
つ
た
つ
た
ん
や
。
そ
し
た
ら
ト
ラ
、
思
い
っ
き
り
嫌
な

顔
し
よ
っ
た
。
『
な
ん
で
俺
が
あ
ん
た
の
代
わ
り
に
相
手

せ
な
あ
か
ん
ね
ん
』
ゆ
う
目
え
で
俺
の
顔
ジ
ロ
ー
ッ
と
見

よ
る
ん
や
」

い
ず
し
・
あ
か
る
岨
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
「
風
媒
花
」
「
火
曜
日
」
同
人
。
兵
庫
県

現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
（
編
集
工
房
ノ
ア
刊
）
に
て
、

２
０
０
２
年
度
第
訓
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。
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「
実
は
何
も
決
め
て
い
な
い
の
で
す
」

休
六
は
紳
士
に
打
ち
明
け
た
。
自
分
が
ど
こ
の
生
ま
れ

で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
育
ち
、
そ
し
て
父
に
突
然
出
て
行

け
と
言
わ
れ
た
こ
と
、
な
ぜ
今
船
に
乗
っ
て
神
戸
に
行
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
そ
の
全
て
を
休
六
は

紳
士
に
話
し
た
。

紳
士
は
時
折
「
ふ
む
」
と
か
「
ほ
う
」
と
い
っ
た
簡
単

な
相
づ
ち
を
う
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
一
通
り
休
六
の
話

が
済
む
ま
で
腰
を
折
る
こ
と
な
く
、
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
。

「
つ
ま
り
、
僕
は
父
の
期
待
を
裏
切
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
て
神
戸
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
裏
切
り
な

の
で
す
。
…
い
え
、
最
初
か
ら
そ
ん
な
ふ
う
に
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
だ
か
あ
な
た
の
話
を
聞
い
て

い
る
う
ち
に
、
僕
が
い
か
に
弱
虫
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い

卑
怯
者
に
見
え
て
き
て
…
」

紳
士
は
煙
草
の
煙
を
ふ
か
す
と
、
ふ
ぅ
つ
と
一
息
間
を

お
い
て
「
で
、
私
に
そ
う
い
っ
た
話
を
し
て
く
れ
た
と
い

う
わ
け
だ
ね
」
と
言
っ
た
。
休
六
の
話
を
聞
い
て
い
る
う

ち
に
、
紳
士
も
随
分
う
ち
解
け
た
口
調
に
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
休
六
は
静
か
に
額
く
と
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

頭
を
か
い
た
。
紳
士
は
そ
ん
な
休
六
の
仕
草
を
さ
も
楽
し

そ
う
に
見
つ
め
る
と
、
煙
草
を
海
面
に
投
げ
捨
て
た
。

「
い
や
、
君
は
ち
っ
と
も
卑
怯
な
ん
か
じ
や
な
い
。
む
し

ろ
…
勇
敢
と
言
っ
た
方
が
良
い
よ
う
に
思
う
が
ね
」

「
勇
敢
…
で
す
か
」

「
あ
あ
、
勇
敢
だ
。
例
え
ど
の
よ
う
な
結
果
で
あ
れ
、
そ

う
や
っ
て
何
事
も
真
筆
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
日

本
語
で
勇
敢
と
い
う
の
で
は
な
い
の
か
な
。
君
は
答
え
の

で
な
い
自
分
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
船
に
乗
っ
た
と
言
っ

た
が
…
船
に
乗
っ
て
い
て
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
見
っ

め
て
い
る
君
の
姿
勢
は
、
少
な
く
と
も
私
に
は
美
し
く
見

え
た
。
君
は
川
内
の
士
族
の
家
に
生
ま
れ
た
そ
う
だ
が
…

や
は
り
薩
摩
隼
人
だ
。
一
本
気
な
と
こ
ろ
が
実
に
侍
だ
」

「
し
か
し
…
父
は
そ
の
侍
だ
と
か
、
薩
摩
隼
人
だ
と
か
を

捨
て
て
国
を
出
ろ
と
言
い
ま
し
た
。
で
も
あ
な
た
は
僕
が

薩
摩
隼
人
だ
と
言
っ
て
喜
ん
で
く
だ
さ
る
。
そ
し
て
肝
心

の
僕
は
何
を
す
べ
き
か
決
め
か
ね
て
い
る
」

「
君
は
欧
米
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
い
。

一
度
で
も
行
け
ば
今
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
す
っ
か
り
吹
っ

飛
ん
で
し
ま
う
よ
」

「
そ
ん
な
に
す
ご
い
所
で
す
か
」

「
す
ご
い
な
ん
て
も
の
で
は
な
い
。
確
か
に
こ
こ
数
年
で

日
本
は
欧
米
に
追
い
つ
い
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
戦
争

に
も
勝
ち
続
け
、
世
界
の
五
大
国
の
仲
間
入
り
も
果
た
し

た
。
し
か
し
そ
れ
は
形
骸
に
過
ぎ
な
い
。
格
好
ば
か
り
整

え
て
、
中
身
は
か
ら
っ
ぼ
だ
よ
。
欧
米
に
行
け
ば
そ
の
中

身
の
本
質
を
見
る
事
が
出
来
る
。
お
と
ぎ
話
で
は
な
い
が
、

『
自
分
の
本
当
の
姿
』
を
魔
法
の
鏡
に
映
し
て
見
る
…
と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
」
紳
士
は
ま
た
一
本
煙
草
に
火

を
つ
け
て
続
け
た
。

「
ま
る
で
ア
ジ
ア
の
一
国
で
あ
る
こ
と
を
放
棄
し
た
か
の

よ
う
に
、
日
本
は
欧
米
化
す
る
こ
と
に
や
つ
き
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
く
せ
連
中
の
文
化
の
本
質
を
知
ろ
う
と
は
し

な
い
。
連
中
が
何
を
模
索
し
、
何
を
体
験
し
、
そ
し
て
何

を
結
論
と
し
た
の
か
…
い
ず
れ
こ
の
国
は
踊
ら
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
だ
ん
だ
ん
思
考
の
規
模
が
萎
縮
し
て
、
誰
も
国
家

の
こ
と
な
ど
考
え
よ
う
と
し
な
く
な
る
。
い
や
、
下
手
を

す
る
と
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
も
意
識
し
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
な
。
そ
れ
を
忘
れ
る
と
、
一
国
の
経
済
の

話
と
一
家
庭
の
家
計
の
話
を
混
同
し
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
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し
が
良
く
な
ら
な
い
の
は
政
治
が
悪
い
か
ら
と
か
、
税
金

が
高
い
か
ら
…
な
ど
と
責
任
を
転
嫁
し
始
め
る
。
あ
る
い

は
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
子
供
を
兵
隊
に
取
ら
れ
る
の
は

嫌
だ
な
ど
と
言
い
、
動
物
と
し
て
の
徒
自
身
も
忘
れ
て
し

ま
う
。
そ
う
な
れ
ば
こ
の
国
は
滅
び
る
に
違
い
な
い
」

「
し
か
し
あ
な
た
は
さ
っ
き
、
文
化
を
根
底
か
ら
く
つ
が

え
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
大
場
氏
の
よ
う
な
人
物
の
努

力
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
変
え
て
ゆ
く
の
だ
と
信

じ
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
で
は
な
い
で
す
か
」

休
六
は
紳
士
の
顔
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
た
。
紳

士
は
相
変
わ
ら
ず
煙
草
を
吹
か
し
な
が
ら
、
海
の
向
こ
う

を
ぼ
ん
や
り
眺
め
、
力
強
く
答
え
た
。

「
そ
う
だ
と
も
。
そ
の
通
り
だ
よ
。
欧
米
の
歴
史
は
君
も

学
ん
だ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
か
の
国
々
に
は
多
く
の
戦
い
が

あ
り
、
発
明
が
あ
り
、
そ
し
て
文
化
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
っ

て
い
る
は
ず
だ
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
今
の
は
や
り
も
、

彼
ら
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
。
彼
ら
は
常
に
何
が
人
々
を
絶

対
的
な
幸
せ
へ
と
導
く
の
か
を
考
え
て
き
た
の
だ
よ
。
そ

し
て
真
剣
に
崇
高
な
思
想
が
、
こ
の
世
の
中
を
変
え
て
ゆ

く
と
信
じ
た
の
さ
。
と
こ
ろ
が
現
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。
現
実
は
ね
…
い
か
な
る
思
想
も
、
文
化
も
、
結
局
は

経
済
と
い
う
強
力
な
「
力
」
に
は
か
な
わ
な
か
っ
た
の
だ

よ
。
彼
ら
の
本
質
…
そ
れ
は
失
望
だ
。
連
中
に
し
て
み
れ

ば
、
日
本
の
よ
う
に
あ
と
か
ら
何
も
犠
牲
を
は
ら
う
こ
と

な
く
付
い
て
き
た
極
東
の
小
国
な
ど
、
苛
立
た
し
い
存
在

に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
心
か
ら
歓
迎
し

て
く
れ
る
は
ず
は
な
い
。
戦
勝
国
だ
、
五
大
国
だ
…
冗
談

で
は
な
い
。
踊
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ
よ
。
よ
ほ
ど
心
し
て

か
か
ら
ね
ば
、
こ
の
国
は
腐
敗
す
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
…
こ
の
列
強
た
ち
の
仕
掛
け
た
勝
負
に
た
っ
た

一
つ
だ
け
勝
利
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ

れ
が
今
君
の
指
摘
し
た
こ
と
さ
◎
彼
ら
の
文
化
を
今
で
き

る
だ
け
多
く
こ
の
国
に
吸
収
さ
せ
る
。
し
か
も
で
き
る
だ

け
忠
実
に
ね
。
そ
う
し
て
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
熟
成

さ
せ
る
の
だ
。
そ
れ
ま
で
は
他
の
ア
ジ
ア
の
国
か
ら
何
を

言
わ
れ
よ
う
と
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
お
く
こ
と
だ
。
一
○
○

年
も
す
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
欧
米
の
文
化
が
国
産
で
ま
か
な
え

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
○
○
年
の
間
、
欧
米
は

日
本
の
文
化
な
ど
に
見
向
き
も
し
な
い
。
白
人
だ
け
で
行

わ
れ
る
歌
舞
伎
な
ん
て
想
像
で
き
る
か
い
。
そ
こ
が
ね
ら

い
目
だ
。
そ
の
時
に
な
っ
て
地
球
と
い
う
大
き
な
天
秤
で

我
が
国
と
欧
米
を
秤
に
か
け
た
と
し
よ
う
。
ど
ち
ら
の
国

に
、
唯
一
無
二
の
文
化
が
多
く
あ
る
だ
ろ
う
か
、
ど
ち
ら

の
国
に
よ
り
強
力
な
存
在
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
か
…
そ
う

な
っ
て
初
め
て
欧
米
は
我
々
の
存
在
を
認
め
る
だ
ろ
う
。

本
当
の
意
味
で
ね
。
こ
の
遠
大
な
将
来
の
夢
を
実
現
さ
せ

る
も
の
。
そ
れ
が
日
本
唯
一
の
精
神
性
…
つ
ま
り
自
己
犠

牲
の
美
意
識
さ
。
い
わ
ゆ
る
「
武
士
道
」
だ
。
真
実
を
見

る
鏡
に
自
分
を
照
ら
し
た
と
き
、
そ
こ
に
侍
が
立
っ
て
い

る
か
ど
う
か
…
君
は
今
そ
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
ん
だ
よ
。

四
六
時
中
ね
。
実
に
勇
敢
じ
ゃ
な
い
か
」

紳
士
は
煙
草
を
ま
た
海
に
捨
て
、
休
六
の
両
肩
を
ぼ
ん

と
叩
い
た
。
休
六
は
何
か
を
言
お
う
と
し
た
が
、
言
葉
に

な
り
そ
う
に
な
か
っ
た
。

「
さ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
神
戸
だ
。
が
ん
ば
り
た
ま
え
。
機
会

が
あ
れ
ば
ま
た
会
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ん
。
そ
の
時

に
は
ま
た
じ
っ
く
り
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
ま
え
。
神
戸

に
着
い
た
ら
ま
ず
、
外
国
人
居
留
地
に
行
く
べ
き
だ
。
特

に
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
行
っ
て
み
る
の
が
良
い
。
あ

そ
こ
は
文
化
の
財
渦
だ
。
あ
、
そ
う
だ
。
も
し
私
の
話
で
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理
髪
に
興
味
を
持
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
な
ら
、
そ
こ
の
理
髪

店
に
行
っ
て
み
る
と
良
い
。
紺

谷
と
い
う
人
が
や
っ
て
い
る
。

と
い
っ
て
も
そ
ん
な
時
代
お
く

れ
の
洋
服
を
着
た
東
洋
人
が
突

然
や
っ
て
来
て
も
中
へ
入
れ
て

く
れ
そ
う
も
な
い
な
…
紹
介
状

を
送
っ
て
お
こ
う
。
理
髪
店
に

し
ろ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
し
ろ
、

ホ
テ
ル
で
は
日
常
と
は
ま
た
違
っ

た
世
界
を
目
に
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
か
ら
」

港
に
着
く
と
小
さ
な
ト
ラ
ン

ク
を
ひ
ょ
い
と
右
一
眉
に
担
い
で

休
六
は
小
走
り
に
桟
橋
を
渡
っ

た
。
そ
し
て
脇
目
も
ふ
ら
ず
に

「
外
国
人
居
留
地
」
ヘ
と
向
か
っ

て
い
っ
た
。

「
そ
れ
に
し
て
も
す
ご
い
人
に

会
っ
た
も
の
だ
。
何
だ
か
あ
の

人
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
お

尻
に
火
が
つ
き
そ
う
だ
な
。
す
っ

か
り
聞
き
入
っ
て
し
ま
っ
て
、

楽
而
を
聞
く
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
。
コ
ン
タ
ニ
…
と
か
言
っ
て

た
な
。
紹
介
状
を
書
く
っ
て
…

で
も
僕
だ
っ
て
名
前
を
言
っ
て

な
い
ぞ
。
ど
う
や
っ
て
紹
介
状

な
ん
か
書
く
ん
だ
ろ
う
」
と
歩

1９
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9獄

き
な
が
ら
休
六
は
ひ
と
り
ご
ち
た
。
お
互
い
に
自
己
紹
介

も
し
そ
び
れ
た
紳
士
と
の
出
会
い
。
不
安
も
多
か
っ
た
が
、

休
六
の
歩
く
早
さ
は
一
向
に
ゆ
る
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
歩
み
は
ま
る
で
誰
か
と
約
束
を
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
、
使
命
感
に
燃
え
、
そ
し
て
ど
こ
か
軽
や
か
だ
っ
た
。

一
五
分
ほ
ど
歩
い
た
頃
、
休
六
は
「
目
的
地
」
に
到
着
し

巳丹

舗
笥 Ｉ〆

〃

、

2０

ざ

〆

瀞塗芦■草

幕
気
望
惣■■■■■９

‐
・
農
●
隣
，
．
．
典
誕
唖

嘗

Ｉ
１
ｉ
■
ｆ
Ｓ
０
“
１
１
‐
Ⅱ
Ｕ
ｌ
０
’
Ｆ

、
．
，
今
墜
・
・
認
購
溌
蕊

Ｌ
翁

／

１

灘

賀

、

、

鍵
一
心
鍔

窒謬識
〆

鱒
驚

ﾉ･･
催

Ｉ

Ｆ
急

鍵 旨 ＃

維．瞳

｡』

恥
１
版
ざ
ざ

識
孫

誇

ｆ
ｒ＆

墨

た
。「

こ
れ
が
…
神
戸
か
…
」

休
六
は
ご
く
り
と
唾
を
飲
み
込
ん
だ
。

＊
＊
＊

神
戸
・
・
・
現
代
で
も
こ
の
街
に
あ
こ
が
れ
る
者
は
少
な
く

な
い
。
明
治
維
新
以
降
、
も
っ
と
も
大
き
な
変
化
を
遂
げ

蕪

一
一一

＝

竃r4 獄

ｔ虜１２

一
．
一
年
。
‐
‐一

、
瀞

妻二三認二二 ち
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た
街
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
ご
く
最
近
ま
で
当
時
の
お
も

か
げ
を
残
し
て
い
た
街
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
居
留
地
を
設

け
る
よ
う
に
初
代
英
国
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
指
示
し
た

の
は
文
久
元
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
尊
王
嬢
夷
運
動
な

ど
幕
末
の
不
穏
な
空
気
の
中
、
実
際
「
兵
庫
津
」
が
開
港

す
る
の
は
横
浜
開
港
の
一
○
年
後
、
慶
応
三
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
居
留
地
は
日
本
人
と
外
国
人
の
紛
争
を

避
け
る
た
め
、
当
時
の
兵
庫
市
街
か
ら
三
、
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
砂
浜
と
畑
の
「
神
戸
村
」
が
そ
の
造
成
に
割

り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
神
戸
」
の
歴
史
は
こ

こ
に
始
ま
る
…
ま
さ
に
砂
の
上
に
突
如
「
近
代
都
市
」
が

現
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

神
戸
に
居
留
地
が
出
来
た
の
は
慶
応
四
年
。
定
め
ら
れ

た
範
囲
は
、
東
は
旧
生
田
川
、
西
は
鯉
川
筋
、
北
は
旧
西

国
街
道
、
南
は
海
岸
線
と
い
う
約
五
○
○
メ
ー
ト
ル
四
方

の
狭
い
地
域
で
あ
っ
た
。
慶
応
四
年
の
後
、
明
治
二
年
、

三
年
、
六
年
の
競
売
で
一
二
六
区
画
は
完
売
し
、
数
年
後

に
は
全
容
が
整
っ
た
。

こ
の
居
留
地
に
は
特
殊
な
自
治
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い

た
。
街
の
運
営
や
行
政
は
各
国
領
事
、
兵
庫
県
知
事
、
登

録
外
国
人
で
構
成
さ
れ
る
「
居
留
地
会
議
」
が
担
当
し
、

道
路
、
下
水
、
街
灯
な
ど
を
独
自
に
整
備
し
、
そ
の
管
理

ま
で
も
行
っ
て
い
た
。
財
源
は
借
地
権
の
競
売
か
ら
得
ら

れ
た
収
入
と
、
毎
年
徴
収
す
る
地
租
。
ま
た
居
留
地
会
議

は
警
察
を
も
独
自
に
組
織
し
た
。
こ
の
優
秀
な
自
治
組
織

の
も
と
、
神
戸
外
国
人
居
留
地
は
「
東
洋
に
お
け
る
居
留

地
と
し
て
も
っ
と
も
よ
く
設
計
さ
れ
た
美
し
い
街
」
だ
と

評
価
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

突
如
現
れ
た
「
近
代
都
市
」
の
勢
い
は
そ
の
後
日
本
の

食
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
影
響
を
与
え
、

多
く
の
「
日
本
発
祥
」
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば

慶
応
年
間
に
横
浜
の
商
館
が
脳
入
し
世
界
中
の
舌
を
魅
了

し
た
「
神
戸
ビ
ー
フ
」
や
、
明
治
四
年
に
登
場
し
た
日
本

初
の
牛
肉
専
門
店
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
卸
輸
入
。
シ
ー
ム
商

会
の
「
ラ
ム
ネ
」
。
一
升
瓶
入
り
の
清
酒
。
国
産
の
ソ
ー

ス
。
菓
子
の
名
匠
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
ボ
ン
ボ

ン
。
映
画
。
ゴ
ル
フ
場
。
日
本
初
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
井

田
一
郎
と
ラ
ッ
フ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ー
ズ
」
。
国
産
の
蒸
気

機
関
車
や
電
気
機
関
車
、
そ
し
て
日
本
初
の
寝
台
列
車
。

「
土
足
の
ま
ま
入
れ
る
」
デ
パ
ー
ト
…
な
ど
。
こ
う
い
っ

た
も
の
が
全
て
現
代
人
に
と
っ
て
は
日
常
的
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
「
現
代
」
を
築
く
上
で
、
こ
の
都
市
が
担
っ
た

役
割
の
大
き
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

「
東
洋
一
」
の
居
留
地
は
明
治
三
二
年
、
日
本
政
府
に
返

還
さ
れ
た
。
同
時
に
多
く
の
日
本
人
が
こ
の
「
聖
域
」
に

入
り
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
こ
こ
は
ビ
ジ
ネ
ス

の
中
心
地
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

今
、
休
六
は
壮
麗
な
洋
館
の
前
に
立
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
明
治
四
○
年
に
ド
イ
ツ
人
建
築
家
ゲ
オ
ル
ク
・
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
が
設
計
し
た
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
」
だ
っ
た
。

ま
さ
に
「
居
留
地
文
化
」
の
心
臓
部
に
彼
は
立
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
大
正
一
二
年
。
有
馬
休
六
、
一
七
歳
の
春
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

回
中
野
順
哉
（
な
か
の
じ
ゅ
ん
や
）

一
九
七
○
年
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
文
学
部
フ
ラ

ン
ス
文
学
科
卒
業
。
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
代
表
代
行
。

上
方
講
談
の
作
家
で
も
あ
り
、
す
で
に
二
十
を
超
え

る
作
品
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。

心

１２１
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☆
花
粉
シ
ー
ズ
ン
に
は
「
Ｎ
Ｅ

Ｗ
ク
リ
ー
ン
メ
イ
ト
花
粉
マ
ス

ク
」
を
ま
た
ま
た
や
っ
て
来
た
花
粉

の
シ
ー
ズ
ン
。
㈱
重
松
製
作
所

で
は
、
防
毒
・
防
じ
ん
マ
ス
ク

専
門
メ
ー
カ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
高
性
能
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ク

リ
ー
ン
メ
イ
ト
花
粉
マ
ス
ク
」

鍵
☆
長
安
陶
桶
の
精
華

～
汗
血
馬
と
美
女
の
系
譜
を
た

ず
ね
て
～

ミ
ホ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

春
季
特
別
展
「
長
安
陶
桶
の

精
華
」
を
開
催
す
る
。
こ
の
招

待
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
５
組
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

今
回
の
展
示
で
は
、
長
安
周

辺
か
ら
出
土
し
た
漢
か
ら
明
に

い
た
る
歴
代
王
朝
の
人
物
価
や

動
物
桶
に
、
所
蔵
品
を
あ
わ
せ

計
１
３
２
点
で
柿
成
さ
れ
て
お

り
、
中
で
も
唐
時
代
の
傭
は
選

り
す
ぐ
り
の
名
品
ぞ
ろ
い
で
、

古
代
中
国
の
人
が
あ
こ
が
れ
た

西
方
の
汗
血
馬
や
、
美
女
た
ち

の
変
遷
が
辿
れ
る
。

陽
春
の
琵
琶
湖
へ
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
ロ
マ
ン
を
探
し
に
出

ブレゼントメイト

賂舵に乗る楽人

（三彩唐時代）
ラー

☆
奄
美
を
描
い
た
画
家

『
田
中
一
村
展
』
開
催

奄
美
群
島
日
本
復
帰
卵
周
年

を
記
念
し
、
奄
美
を
描
き
続
け

た
孤
高
の
画
家
「
田
村
一
村
」

の
全
貌
と
魅
力
に
迫
り
奄
美
時

代
の
代
表
作
を
は
じ
め
、
初
公

開
作
品
を
含
め
た
約
１
３
０
点

を
展
覧
し
、
画
業
帥
余
年
の
す

べ
て
を
紹
介
す
る
展
覧
会
が
開

か
け
て
み
て
は
い
か
が
。

■
開
催
期
間
／
３
月
恥
日
㈹
～

６
月
ｍ
日
附
。
加
時
～
Ⅳ
時
ま

で
。
毎
週
月
曜
日
休
館
。

■
ミ
ホ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
／
滋

賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町
桃
谷
３
０

０窓
０
７
４
８
１
８
２
１
３
４
１
１

昇
言
“
ご
冒
嘗
ｏ
・
旨

ｋ

ロブレゼントメイトへのご応募は｡･・

ハガキ・ＦＡＸに、希望する

プレゼント名・郵便番号・住

所・氏名・年齢・職業・電話

番号・今月号の感想を明記の

上、下記宛先にお送り下さい。

なお、商品の発送をもって発

表にかえさせていただきます。

応募宛先〒650-000l神戸市

中央区下山手通2-13-3建創ビ

ル401（有）月刊神戸っ子プ

レゼント係

TEL、O78-331-2246

nAXO78-331-2795

、

ご
【埴

凸。

高品質の花粉マスクＮＥＷｸリーンメイト

か
れ
る
。
こ
の
展
覧
会
の
チ
ケ
ッ

ト
を
ペ
ア
５
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

奄
美
の
自
然
を
描
き
、
鮮
烈
な

生
涯
を
綴
っ
た
一
村
の
生
き
方

が
現
代
人
の
心
に
深
い
共
感
と

感
動
を
与
え
る
。

回
開
催
期
間
／
３
月
Ⅳ
日
伽
～

羽
日
側
。
ｎ
時
～
四
時
半
ま
で
。

画
大
丸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
心
斎

橋
［
本
館
７
階
］

｢アダンの木」

声色
一一咽

122

ｂ

塁､'1Ｉ

☆
お
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ー
ブ
、
植

物
オ
イ
ル
の
み
を
原
料
に
１
０

０
％
天
然
手
作
り
の
石
け
ん
が
、

バ
ー
モ
ン
ト
州
の
田
舎
町
よ
り

日
本
に
上
陸
。
犯
日
間
か
け
て

熟
成
さ
せ
、
肌
に
や
さ
し
く
、

心
に
や
さ
し
く
、
地
球
に
や
さ

し
く
出
来
上
っ
た
こ
の
「
バ
ー

モ
ン
ト
ソ
ー
プ
」
を
５
名
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
世
界
で
一
番
マ
イ

ル
ド
な
石
け
ん
を
ぜ
ひ
お
試
し

下
さ
い
。

言
ぎ
く
へ
巳
、
巴
身
巴
．
８
日

の
販
売
を
開
始
し
た
。

つ
け
て
も
き
れ
い
な
立
体
椛

造
で
、
口
紅
が
つ
か
ず
、
当
て

ガ
ー
ゼ
も
不
要
な
た
め
、
い
つ

で
も
清
潔
。
お
出
か
け
に
も
気

軽
に
使
用
で
き
、
呼
吸
も
会
話

も
楽
に
行
え
る
。
こ
の
花
粉
マ

ス
ク
を
Ⅲ
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

今
年
は
ク
リ
ー
ン
メ
イ
ト
で
花

粉
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
！
（
メ
ー

カ
ー
希
望
小
売
価
格
８
０
０
円
）
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